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光り輝く　"摘み手の技！"　�

今が旬！直売所の魅力�
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消防功労・森岳温泉夏まつり・�
10周年記念映像撮影隊�

参議院議員通常選挙�

６月議会定例会�

職員募集�

人権相談・交通安全・海難防止・社会�
を明るくする運動・納期限のお知らせ�

町営住宅入居者募集・工事契約状況�

介護保険料通知書�

福祉医療費助成制度（マル福）・献血�

農業関係�

合併浄化槽補助・排水設備講習・�
EM・もりたけ納涼祭�

年金だより�

地域包括支援センターだより�

想�

後期高齢者医療制度�

国保からのお知らせ　�

保健センターだより・こころ通信�

新・元気づくり支援事業・純祭�

クアオルトによるいきいきプロジェクト�

みんなで作る　まちの話題�

生涯学習通信　せせらぎ�

インフォメーション�

行事予定・戸籍の窓�

今月の表紙�

【表紙の紹介】�

　じゅんさい摘み採りは、機械化ができない
ため、ひとつひとつ手摘みによる作業となり
ます。��
　丁寧に摘み採られたじゅんさいは、流通し、
消費者へと届けられます。��
　摘み手のみなさんの苦労があってのじゅん
さい…。じっくり旬を味わいたいものですね�
　さて、６月11日、ウィークエンドサーク
ルでじゅんさい摘み採り体験が行われました。
　小舟に乗り、“つるりぷるるんっ”とした
じゅんさいに四苦八苦しながらも、仲間と一
緒に笑顔いっぱい楽しく摘み採りを体験しま
した。�
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今
が
旬
！
�

　
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
朝
ど
り
野
菜
と
、

こ
れ
か
ら
の
旬
は
メ
ロ
ン
。
�

　
サ
ン
キ
ュ
ー
メ
ロ
ン
の
収
穫
を
迎
え
店
内

は
甘
い
香
り
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。
�

こ
れ
が
オ
ス
ス
メ
！
�

�　
加
工
所
で
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
野
菜

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
料
理
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
�

　
オ
ス
ス
メ
は
ア
ワ
ビ
茸
の
煮
も
の
や
イ

カ
卵
。
開
店
と
同
時
に
売
り
切
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
お
早
目
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

　
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
摘
果
メ
ロ
ン
。
廃

棄
し
て
い
た
摘
果
し
た
メ
ロ
ン
を
活
用
で

き
な
い
も
の
か
と
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
試

行
錯
誤
し
て
で
き
た
メ
ロ
ン
の
漬
物
。
�

　
こ
れ
が
評
判
を
う
み
、
今
で
は
家
庭
用

に
摘
果
メ
ロ
ン
を
買
い
求
め
る
人
が
多
く

訪
れ
る
ほ
ど
の
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
り

ま
し
た
。
�

�

　県内２番目の直売施設としてオープンした
パイオニア。�
　お母さん達が毎朝とってきた野菜のうまさ
と種類の豊富さで毎日大にぎわいのお店です。�

メロンは８月上旬ころまで楽しめます。�
（左から、檜森由香子さん・三浦久美子会長�
　　　　　　　　児玉妙子さん・川村朝子さん）�

01�

◆
問
い
合
わ
せ
先
�

　
　
８
５
‐
３
１
１
６
�

アワビ茸の煮物

アワビ茸の煮物�

イカ玉子
イカ玉子�

アワビ茸の煮物�

イカ玉子�

摘果メロン�

今
が
旬
！
�

　
旬
の
メ
ロ
ン
は
サ
ン
キ
ュ
ー
メ
ロ
ン

の
ほ
か
、
ア
カ
プ
ル
コ
な
ど
、
20
種
類

以
上
の
メ
ロ
ン
が
楽
し
め
る
の
が
自
慢
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
を
詰
め
合
わ
せ
た
贈

答
用
メ
ロ
ン
が
人
気
で
す
。
�

こ
れ
が
オ
ス
ス
メ
！
�

　
新
鮮
な
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
安
さ
と

品
質
が
自
慢
の
切
り
花
な
ど
の
花
き
類

と
、
お
母
さ
ん
達
が
丹
精
こ
め
て
作
っ

た
漬
物
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
�

　
切
り
花
は
、
遠
く
か
ら
足
を
運
ぶ
お

客
さ
ん
も
多
い
人
気
ぶ
り
。
�

　
漬
物
は
講
習
会
を
開
催
し
た
り
、
試

食
し
て
か
ら
購
入
で
き
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
味
を
楽
し
め
ま
す
。
�

　地域一番の売り場面積でゆったり買い物で
きるのが魅力。新鮮な野菜はもちろん、さま
ざまな商品が並んでおり、掘り出し物もたく
さんあると評判です。�

安さと品質が自慢です。�

（左から、高橋輝美センター長�

清水千秋さん・加賀谷雅子さん）�

02

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
　
7
2
‐
１
１
１
８
�

切り花切り花�
漬けもの漬けもの�

切り花�
漬けもの�
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今
が
旬
！
�

　
生
産
量
日
本
一
の
じ
ゅ
ん
さ
い
が
正
に
旬
！

８
月
ま
で
毎
朝
と
れ
た
て
の
生
じ
ゅ
ん
さ
い

が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
�

　
午
前
中
で
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
お
早
目
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

こ
れ
が
オ
ス
ス
メ
！
�

　
加
工
所
で
手
作
り
弁
当
・
惣
菜
が
大

人
気
。
朝
店
頭
に
並
ぶ
と
す
ぐ
に
売
り

切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
す
。
�

　
中
で
も
イ
チ
オ
シ
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
満

点
の
「
日
替
わ
り
弁
当
」
。
�

　
ま
た
、
旬
の
じ
ゅ
ん
さ
い
を
た
っ
ぷ

り
使
っ
た
「
じ
ゅ
ん
さ
い
丼
」
が
新
メ

ニ
ュ
ー
で
登
場
。
こ
ち
ら
も
是
非
一
度

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
�

　日本一の「じゅんさい」と「岩川水系米」
を代表する美味しいお米が自慢です。ナシ、
リンゴなど果樹栽培も盛んで年間を通じてさ
まざまな地元の味覚が選べます。�

じゅんさい旬祭りでは名物「流し
じゅんさい」も行われ、大好評で
した。（6月19日）�

旬の食材をふんだんに使ったお弁当を
是非ご賞味あれ！�
（左から　板倉正子加工所代表�
　　　　川井ハナさん・近藤敬子さん）�

03

日替わり弁当日替わり弁当�

じゅんさい丼じゅんさい丼�

日替わり弁当�

じゅんさい丼�

ことおか餃子ことおか餃子�

青梅・赤梅を青梅・赤梅を�
　形どった和菓子　形どった和菓子�

ことおか餃子�

青梅・赤梅を�
　形どった和菓子�

今
が
旬
！
�

　
梅
と
そ
ら
豆
が
最
盛
期
で
す
！
収
穫
時
期
が
７

月
上
旬
ま
で
と
短
い
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
�

　
梅
酒
や
梅
漬
け
、
簡
単
そ
ら
豆
料
理
な
ど
、
調

理
法
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
も
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。
�

こ
れ
が
オ
ス
ス
メ
！
�

　
地
元
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
な
が
ら
、
安
全

で
美
味
し
い
日
替
わ
り
弁
当
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
て
提
供
し
ま
す
。
�

　
オ
ス
ス
メ
は
、
そ
ら
豆
豆
板
醤
入
り

の
「
こ
と
お
か
餃
子
」
と
新
商
品
の
「
青

梅
・
赤
梅
を
形
ど
っ
た
和
菓
子
」
で
す
。

　
中
で
も
赤
梅
は
白
あ
ん
に
梅
干
し
が

練
り
こ
ま
れ
、
ほ
ん
の
り
甘
酸
っ
ぱ
く

上
品
な
味
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！
�

　特産品の梅・そら豆や地元食材を使った加
工品に力を入れており、加工所では作りたて
の弁当や惣菜を対面販売で提供しています。
お母さんの味が気軽に楽しめると評判です。�

手作りの味を毎日工夫して提供して
います。（左から鎌田敦子会長・工
藤鈴子さん・金田幸子さん）�

04

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
　
7
2
‐
２
２
９
９
�

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
　
7
2
‐
４
３
５
５
�
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永
年
の
功
績
を
た
た
え
て�

瑞
宝
単
光
章
「
消
防
功
労
」�

児
　
玉
　
　
巽
　氏�

　
元
琴
丘
町
消
防
団
分
団
長
で
あ
る
児
玉
巽
氏
（
88
歳
・
新
屋
敷
）
が

消
防
功
労
で
高
齢
者
叙
勲
と
し
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。�

こ

だ

ま�

た
つ
み�

　
昭
和
24
年
１
月
に
鹿
渡
町
消
防
団
に

入
団
。
昭
和
30
年
４
月
に
町
村
合
併
に

よ
る
組
織
改
編
を
経
て
昭
和
43
年
11
月

琴
丘
町
消
防
団
副
分
団
長
、
昭
和
55
年

４
月
に
琴
丘
町
消
防
団
分
団
長
に
就
任

し
、
昭
和
61
年
６
月
ま
で
、
地
域
住
民

の
生
活
と
財
産
を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。        �

　
な
お
、
琴
丘
町
消
防
団
分
団
長
在
任

中
の
昭
和
59
年
３
月
に
は
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
人
と
し
て
精
励
さ
れ
た
そ
の

功
績
と
、
後
続
団
員
に
対
す
る
指
導
力

な
ど
が
認
め
ら
れ
、
消
防
庁
長
官
よ
り

永
年
勤
続
功
労
章
が
贈
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　�

　
ま
た
、
消
防
以
外
に
も
琴
丘
町
民
生

児
童
委
員
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
、
町
勢

の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

�

森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り

森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り�

　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
　
　
の
お
知
ら
せ�

�

森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り�

　
　
　
の
お
知
ら
せ�

�と
　
き�

８
月
21
日
●日 

13
時�

　
　
　
ス
タ
ー
ト
！�

と
こ
ろ�

森
岳
「
惣
三
郎
沼
公
園
」�

杉
山
清
貴
野
外�

コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か�

小
雨
決
行
！�

打
ち
上
げ

花
火
は�

　
　
　
　
　
20
時
よ
り
（
予
定
）�

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、８
月

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

◆
主
催
　�

　
三
種
町
山
本
地
域�

　
　
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
商
工
観
光
交
流
課�

　
　
８
５
‐
４
８
３
０�

三種町誕生10周年記念映像の制作に�

　　　　　　　　　　 ご協力をお願いします�

　三種町の誕生から10周年を迎えたことを記念し、町では現在、

記念映像の制作をすすめています。町の一体感をさらに高め、Ｐ

Ｒにも役立つ映像を作るため、町民の皆さんにも登場していただ

こうと考えています。�

　撮影にご協力いただく場合は、写真の腕章をつけたスタッフか

ら声をかけさせていただきますので、その節はよろしくお願いい

たします。�

◆問い合わせ先　　総務課　行政係　　８５－４８１５�

※写りたくない場合は、遠慮なくその旨お伝えください。�

撮影期間　　　８月頃まで�
撮影場所　　　町内一円�
撮影スタッフ　委託業者および町職員�



投票所入場券 �

平成28年7月� 8

「さあ行くべ、明日を創るこの一票」�

参議院議員通常選挙�
投票日は7月10日（日）です�

第24回参議院議員通常選挙の投票日は、７月10日です（公示は６月22日）。�

これからの国政を託すにふさわしい人を選ぶ大切な選挙です。棄権せずにぜひ投票しましょう。�

選挙は 　　　　　 と 　　　　　　 の２つです�

●選挙区選挙の投票� ●比例代表選挙の投票�

選挙区選挙�

候補者名を書いて投票�

△
△
△�

比例代表選挙�

候補者名または�
政党名を書いて投票�

○
○
○�

投票日当日の投票時間�

投　票　所　名�

落合投票区�
勝平投票区�

その他の投票区�

鯉　川、鹿渡南、鹿渡北、新屋敷、大　町、�
林　崎、木戸沢、長　面、達　子、金光寺、�
豊　岡、北金岡、川　尻、鵜　川、大　曲、�
浜　田、大　口、釜　谷、芦　崎の各投票区�

�

投　票　時　間�

午前７時～午後６時まで�
閉鎖時間を２時間繰り上げますので、�
ご承知おきください。�

午前７時～午後７時まで�

閉鎖時間を１時間繰り上げます。�

　投票所入場券は、有権者１人につきハガキ１枚（クリーム色）で６月中に発送しています。入場券で投票所

と投票時間を確認し、投票の際に持参してください。入場券が届かない、あるいは失くしてしまった場合でも、

選挙人名簿に登録されていることが確認できれば、投票することができますので、投票所の職員に申し出てく

ださい。�



八竜農村環境改善センター、琴丘地域拠点センター（総合八竜農村環境改善センター、琴丘地域拠点センター（総合支所）、山本総合支所の３か所支所）、山本総合支所の３か所に期日前投票所を開設しまに期日前投票所を開設しま

す。す。総合支所での投票は、７月２日（土）からとなりますので総合支所での投票は、７月２日（土）からとなりますので、ご注意ください。、ご注意ください。�

�

期日前投票期間　　～７月９日期日前投票期間　　～７月９日（土）（土）まで　　　投票時間　　午前８時３０分～午後８時までまで　　　投票時間　　午前８時３０分～午後８時まで�
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　八竜農村環境改善センター、琴丘地域拠点センター（総合支所）、山本総合支所の３か所に期日前投票所を開設し

ます。総合支所での投票は、７月２日（土）からとなりますので、ご注意ください。�

�

期日前投票期間　　～７月９日（土）まで　　　投票時間　　午前８時30分～午後８時まで�

期日前投票�

　病院や老人ホームに入院・入所中あるいは他

市町村に滞在中など、一定の事由により投票日

に投票できない人は入院・入所中の病院や老人

ホーム（指定病院等に限る）あるいは滞在先の

選挙管理委員会で、事前に不在者投票すること

ができます。�

　不在者投票の手続など詳しいことは、選挙管

理委員会にお問い合わせください。�

郵便投票による不在者投票��

　身体に重度の障害のある方など（法律の定めに該当する人）

は、郵便投票ができます。投票日の４日前（７月６日）まで

に「郵便等投票証明書」を提示して所定の請求書により投票

用紙等の請求を行います。�

　この制度を利用される場合は、「郵便等投票証明書」が必

要となりますので、交付手続など詳しいことについては、お

早めに選挙管理委員会へお問い合わせください。�

不在者投票�

期日前投票所の開設期間　（開設日◆）　※いずれの期日前投票所でも投票可�

投票日�

期日前投票所名�

八竜農村環境改善センター�

琴丘地域拠点センター（総合支所）�

山本総合支所�

◆�

1日�
（金）�

◆�

◆�

◆�

2日�
（土）�

◆�

◆�

◆�

3日�
（日）�

◆�

◆�

◆�

4日�
（月）�

7月�

◆�

◆�

◆�

5日�
（火）�

◆�

◆�

◆�

6日�
（水）�

◆�

◆�

◆�

7日�
（木）�

◆�

◆�

◆�

8日�
（金）�

◆�

◆�

◆�

9日�
（土）�

※期日前投票期間中に18歳

となる人については、誕

生日の前日以降でなけれ

ば、期日前投票はできま

せん。それ以前に投票す

る場合は、不在者投票を

ご利用ください。�

　三種町で投票できるのは、日本国籍を有する

人で、次の要件を満たし、本町の選挙人名簿に

登録されている人です。�

①　平成10年７月11日以前生まれ�

②　平成28年３月21日以前から町内に住所が

ある�

　三種町から転出した人でも、上記①に該当し、

三種町での住民登録期間が３か月以上で、かつ、

転出から４か月を経過しない人は、三種町で投

票できます。�

学生の選挙権��

　大学や専門学校等に修学のため、親元を離れて寮や下宿（ア

パート）などに居住している学生の住所は、原則として寮や

下宿の所在地にある（最高裁判例）とされていますので、住

民票を三種町にそのまま残している学生は、三種町では投票

できません。また、修学地の市町村でも住民登録が無いため、

選挙人名簿に登録されませんのでご注意ください。�

　投票するためには、実際に居住している寮や下宿（アパー

ト）などの所在地の市町村に住民票を移すことが必要です。�

三種町で投票できる人�

◆お問い合せ先　三種町選挙管理委員会　TEL74－6422
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４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
方
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ

っ
て
熊
本
県
を
中
心
に
九
州
地
方
で
は

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
地
震
で
は
、
日
本
ク
ア
オ
ル

ト
協
議
会
員
と
し
て
親
交
が
あ
る
大
分

県
由
布
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お

り
、
災
害
復
興
支
援
を
願
い
、
緊
急
に

20
万
円
を
義
援
金
と
し
て
送
金
し
ま
し

た
。
被
災
地
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
い
ま
す
。�

����

　
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
初
３
年
間
で
終
了
と
す
る
予
定
で
し

た
が
、
自
治
会
や
各
種
団
体
か
ら
の
継

続
要
望
も
多
く
、
昨
年
度
か
ら
更
に
内

容
を
充
実
さ
せ
、
補
助
金
申
請
額
50
万

円
以
下
と
10
万
円
以
下
に
分
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
事
業
は
、
４
月
24
日
に
公
開

審
査
会
を
開
催
し
、
35
団
体
７
４
７
万

２
千
円
の
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。
各

団
体
と
も
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。�

平成28年7月� 10

行�

政�

報�

告�

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
に
つ
い
て�

��

　
昨
年
度
の
実
績
は
、
８
９
３
２
件
１

億
９
５
４
万
９
３
０
２
円
で
あ
り
ま
し

た
。�

　
今
年
度
も
返
礼
品
の
更
な
る
充
実
を

図
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
努
め

ま
す
。�

���

　
昨
年
度
か
ら「
ク
ア
オ
ル
ト
推
進
室
」

を
新
設
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名

を
加
え
た
５
名
体
制
で
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。�

　
昨
年
度
は
、
早
朝
の
ク
ア
オ
ル
ト
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
９
９
３
回
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
で
の
浅
利
純
子
さ
ん
と
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
な
ど
各
種
大
会
を
17
回
開
催

し
た
ほ
か
、
あ
き
た
白
神
周
遊
バ
ス
の

体
験
ツ
ア
ー
に
組
み
入
れ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
延
べ
８
９
２
９
名
の
参
加
実
績

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
今
年
度
は
、
一
層
加
速
し
て
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
、
皆

様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。�

���

　
平
成
27
年
度
現
年
分
の
５
月
20
日
現

在
の
収
納
率
は
、
個
人
町
民
税
が
前
年

比
０．

04
％
増
の
98．

62
％
、
固
定
資

産
税
が
前
年
比
０．

32
％
増
の
96．

68

％
、
軽
自
動
車
税
が
前
年
比
０．

03
％

増
の
98．

35
％
、
国
民
健
康
保
険
税
が

前
年
比
０．

14
％
減
の
95．

89
％
で
、

国
保
税
を
除
き
、
前
年
を
上
回
る
収
納

率
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
終
的
に
は
前
年
度
収
納
率
を

維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。�

　
平
成
28
年
度
の
課
税
状
況
に
つ
い
て

は
、
軽
自
動
車
税
は
、
本
年
度
課
税
分

か
ら
す
べ
て
の
車
両
に
新
税
率
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
16
％
増
の
５

８
７
３
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
０．

05
％

減
の
７
億
７
０
７
万
５
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
個
人
町
民
税
は
、
現
在
作
業
中
で
す

が
、
所
得
は
前
年
に
比
べ
、
３．

52
％

の
増
と
な
る
見
込
み
で
す
。�

��

　
４
月
17
日
、
八
郎
湖
周
辺
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ
、
全
町
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
八
郎
湖
周
辺
や
集
落
周
辺

に
１
９
０
９
名
の
町
民
が
参
加
し
、
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
11
台
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
５

１
台
分
の
可
燃
ご
み
並
び
に
不
燃
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。�

��

　
５
月
19
日
に
実
施
設
計
及
び
監
理
業

務
委
託
の
入
札
を
執
行
し
、
落
札
業
者

が
決
定
し
ま
し
た
。�

　
今
後
は
７
月
末
ま
で
に
実
施
設
計
を

完
成
さ
せ
、
早
期
完
成
を
目
指
し
、
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
�

ク
ア
オ
ル
ト
推
進
事
業
に
つ
い
て
�

全
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
�

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
�

町
税
の
収
納
・
課
税
状
況
に
つ
い
て�

三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り
�

　
　
支
援
事
業
に
つ
い
て
�

三　種　町�
議会定例会�

平成28年６月�

   平成28年６月三種町議会定例会が、６月８日から

10日の会期で開催されました。�

　平成28年度三種町一般会計補正予算（案）など議

案等24件を審議し、原案どおり可決されました。　�

　開会初日に町長が行政報告を行いましたので、その

主な趣旨と審議された主な議案についてお伝えします。�



広報 みたね�
mitane town�

11

��

　
本
町
消
防
団
は
、
昨
年
度
か
ら
日
中

の
火
災
な
ど
特
定
の
場
合
に
出
動
す
る

機
能
別
団
員
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。�

　
消
防
団
や
消
防
署
員
の
Ｏ
Ｂ
を
機
能

別
団
員
と
し
て
採
用
し
た
も
の
で
、
４

月
１
日
現
在
で
50
人
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
内
訳
は
琴
丘
地
域
が
20
名
・
八
竜

地
域
が
12
名
、
山
本
地
域
が
18
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
活
動
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
、
そ
の
役
割
に
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。�

���

　
昭
和
58
年
に
発
生
し
た
日
本
海
中
部

地
震
の
教
訓
を
基
に
制
定
さ
れ
た
「
県

民
防
災
の
日
」
の
趣
旨
と
「
地
域
防
災

計
画
」
に
基
づ
き
、
町
と
三
種
消
防
署

の
共
催
に
よ
り
、
５
月
26
日
に
八
竜
中

学
校
周
辺
を
訓
練
会
場
と
し
て
、
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
訓
練
は
、
当
日
の
午
前
６
時
、
消
防

団
と
消
防
署
に
よ
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

及
び
救
急
救
助
訓
練
と
、
地
元
大
曲
自

治
会
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
初
期

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
消
防
団
や
地
域
住
民
な
ど
１
３
３
名

の
参
加
と
ポ
ン
プ
車
な
ど
消
防
車
両
21

台
が
出
動
し
、
予
定
ど
お
り
訓
練
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

����

　
低
所
得
者
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た

め
、
一
人
当
た
り
交
付
額
を
３
万
円
と

し
、
国
の
施
策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。�

　
給
付
対
象
者
は
、
３
２
５
０
人
、
予

算
総
額
９
７
５
０
万
円
で
、
去
る
３
月

28
日
に
交
付
申
請
書
を
発
送
し
、
５
月

１
７
日
に
は
、
第
１
回
目
と
し
て
２
８

２
０
人
に
対
し
８
４
６
０
万
円
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
順
次
交
付

手
続
き
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。�

���

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
目
的
で
、
今
年
度
は
一

人
当
た
り
３
千
円
の
交
付
額
と
な
っ
て

お
り
、
本
町
の
給
付
対
象
者
は
４
５
０

０
人
、
総
額
１
３
５
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。�

機
能
別
団
員
に
つ
い
て
�

��

　
三
種
町
国
民
健
康
保
険
の
平
成
28
年

４
月
末
現
在
に
お
け
る
被
保
険
者
数
は

４
６
９
３
名
で
、
前
年
に
比
べ
、
２
０

１
名
、
４．

１
％
減
少
し
て
い
ま
す
。�

　
平
均
年
齢
は
56．

69
歳
で
、
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
の
割
合
が
全

体
の
44．

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
町
民
全
体
に
占
め
る
国
保
加
入
者
割

合
は
26．

７
％
で
す
が
、
65
歳
か
ら
74

歳
に
限
っ
て
み
る
と
69．

４
％
の
加
入

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
27
年
度
の
国
保
会
計
は
、
国
保

税
の
一
人
当
た
り
調
定
額
が
、
前
年
度

に
比
べ
３
９
８
６
円
、
率
に
し
て
５
％

減
の
７
万
５
５
３
５
円
、
一
人
当
た
り

の
保
険
給
付
費
は
34
万
１
６
０
９
円
と

前
年
度
に
比
べ
８．

２
％
の
増
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
へ
の
繰
越

額
は
、
約
６
千
万
円
と
、
前
年
度
に
比

べ
２
千
万
円
ほ
ど
少
な
く
な
る
見
込
み

で
す
。�

���

　
平
成
27
年
度
の
福
祉
医
療
費
受
給
者

は
、
２
７
７
０
名
、
福
祉
医
療
費
助
成

額
は
１
億
６
４
４
５
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
８
月
か
ら
は
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で

拡
充
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
対
象
予

定
者
３
５
２
名
の
方
へ
案
内
を
発
送
し

申
請
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

�

���

　
町
に
配
分
さ
れ
た
生
産
数
量
目
標
は

１
万
８
９
０
５
ト
ン
で
昨
年
に
比
べ
２

７
９
ト
ン
、
１．

４
％
の
減
と
な
り
、

２
１
３
７
農
家
に
対
し
て
57
％
で
一
律

配
分
し
て
い
ま
す
。�

　
農
家
か
ら
は
こ
の
配
分
に
よ
り
、
水

稲
生
産
実
施
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
現
段
階
の
集
計
で
は
89．

９
％
の
農
家
よ
り
生
産
調
整
に
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
松
く
い
虫
対
策
で
は
、
今
年
度
も
八

竜
浜
田
地
区
か
ら
芦
崎
地
区
の
海
岸
部

に
か
け
て
、
被
害
木
約
４
９
０
０
本
、

材
積
で
は
約
１
９
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
伐
倒
駆
除
処
理
を
発
注
し
ま
し
た
。

毎
年
春
と
秋
に
伐
倒
駆
除
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
被
害
に
処
理
が
追
い
つ
か
な

い
状
況
で
、
今
後
と
も
被
害
の
拡
大
阻

止
を
目
指
し
ま
す
。�

����

　
４
月
22
日
に
、
地
域
会
社
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ぷ
る
る
ん
」
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
、
会
長
に
荒
樋
豊
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
４
月
12
日
に
は
、
「
ぷ
る
る

ん
」
へ
じ
ゅ
ん
さ
い
を
出
荷
す
る
三
種�

健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
�

林
業
関
係
に
つ
い
て
�

平
成
28
年
産
米
の
�

　
生
産
調
整
に
つ
い
て
�

地
方
創
生
加
速
化
�

　
　
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
�

三
種
町
防
災
訓
練
に
つ
い
て
�

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
�

福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
�

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
�

給
付
金
に
つ
い
て
�

三種町防災訓練�

あ

ら

ひ�
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給
食
費
の
減
免
申
請
を
４
月
か
ら
受

付
け
た
結
果
、
５
月
１
日
現
在
で
、
半

額
減
免
者
が
小
学
生
で
５
１
３
名
、
中

学
生
が
２
９
４
名
の
合
計
８
０
７
名
、

全
額
免
除
者
が
、
小
学
生
で
89
名
、
中

学
生
が
51
名
の
合
計
１
４
０
名
、
合
わ

せ
て
９
４
７
名
の
児
童
生
徒
が
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
減
免
額
は
、
約
２
７
０

３
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
関
係
に
つ
い
て
�

町
森
岳
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
じ
ゅ
ん
さ
い
生
産
者

組
合
も
組
織
化
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
現
在
は
拠
点
施
設
の
実
施
設
計
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
申
請
、
首
都
圏
等
へ
の
販

路
拡
大
の
営
業
及
び
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
発
送
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

���

　
昨
年
度
か
ら
事
業
活
用
度
の
向
上
を

図
る
た
め
、
対
象
工
事
を
住
宅
以
外
の

物
置
や
、
車
庫
の
増
改
築
等
に
も
広
げ
、

複
数
回
利
用
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
し

た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
補
助
の

実
績
は
、
２
３
３
件
２
４
３
５
万
円
と

な
り
、
約
４
億
１
千
万
円
の
事
業
創
出

が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

��

　
平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
簡
易

水
道
事
業
を
廃
止
し
、
今
年
度
４
月
１

日
よ
り
上
水
道
事
業
と
経
営
統
合
し
て

い
ま
す
。
統
合
に
よ
る
特
例
的
収
入
及

び
支
出
に
お
け
る
未
収
金
及
び
未
払
金

の
金
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
５
３
２
万
９

６
９
０
円
及
び
１
９
６
１
万
４
９
０
１

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

��

　
温
泉
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
計
画
的
な
改
修
を
図
り
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
経
営
に
向
け
、
温
泉

施
設
改
良
実
施
設
計
業
務
を
発
注
し
て

い
ま
す
。�

�

��

　
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
は
、
町
内

の
全
小
学
校
の
６
年
生
と
、
全
中
学
校

の
３
年
生
が
対
象
で
、
去
る
４
月
19
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
８
月
下
旬
に
は
結
果
が
出
さ
れ
る
予

定
で
、
概
要
を
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。�

　
外
国
語
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

規
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
招
致
が
決
定
し
、
男
性

１
名
と
女
性
１
名
が
８
月
に
来
町
し
ま

す
。�

���

　
４
月
22
日
付
け
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
助
成
金
１
億
４
０
０
万
円
の
内
示
を

受
け
、
８
月
中
に
は
工
事
の
発
注
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
�

　
助
成
事
業
に
つ
い
て
�

学
校
関
係
に
つ
い
て
�

ス
カ
ル
パ
野
球
場
�

　
大
規
模
改
修
工
事
に
つ
い
て
�

温
泉
事
業
に
つ
い
て�

水
道
事
業
に
つ
い
て�

バイキング給食�

【審議された主な議案等】�

◎平成27年度予算の繰越計算書の報告�

◎専決処分の承認を求める案件�

◎条例の一部改正議案�

◎指定管理者の指定議案�

◎特別会計への繰入に関する議案�

◎平成28年度一般会計及び各特別会計等の予算の補正に関する議案�

◎教育委員会の委員の任命に関する議案�

【一般会計予算の主な歳出】�

◇三種町誕生10周年記念事業費�

◇空き家利活用修繕�

◇個人番号カード等作成業務�

◇ねんりんピック三種町実行委員会補助金�

◇臨時福祉給付金事業費�

◇地域子どもの未来応援交付金事業費�

◇じゅんさい圃場整備助成事業�

◇せいぶ館屋根塗装工事�

◇三種町商工会地域振興商品券発行事業�

540千円�

3,000千円�

2,725千円�

1,694千円�

33,561千円�

3,711千円�

1,500千円�

6,861千円�

12,857千円�

◇ゆめろん施設備品消耗品費�

◇ゆうぱる真空温水ヒーター等改修工事費�

◇石倉山公園展望台修繕費�

◇三種ミュージカル実行委員会補助金�

◇三種町地歌舞伎の祭典実行委員会補助�

◇旧琴丘公民館解体工事費�

◇Ｂ&Ｇプール鉄骨塗装工事�

◇金仏堤補修工事費�

27,990千円�

5,935千円�

2,206千円�

3,840千円�

1,800千円�

65,043千円�

16,930千円�

10,399千円�
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三種町職員を募集します�
試験区分� 大学卒　一般行政� 高校卒　一般行政� 保育士�

４名程度�２名程度�４名程度�採用予定人数�

受　付　期　間� ８月３日（水）～24日（水）�

第１次試験日� ９月18日�

第１次試験会場� ノースアジア大学（秋田市下北手桜守沢46－１）�

※受験申込書は７月20日（水）から、三種町役場総務課及び�

　琴丘・山本総合支所で交付します。�

※受験申込書の請求や受験内容の詳細については、�

　総務課までお問い合わせください。�

能代山本広域市町村圏組合消防職員�
採用試験のお知らせ�

�
試験区分�

受付期間等�

必要書類等�

採用予定人員�

受験資格等の主なるもの�

上級　・　初級� 試験の期日及び場所�

９月18日（日）　 秋田しらかみ看護学院�

７月19日～８月17日まで　９時～17時�

上級・初級合わせて３人程度�

上級…平成４年４月２日から平成７年４月１日までに

生まれた者で、大学を卒業又は、平成29年３

月31日までに卒業見込みの者�

�

初級…平成４年４月２日から平成11年４月１日まで

に生まれた者で、高校又は、短期大学を卒業又

は平成29年３月31日までに卒業見込みの者�

�

身体…身長は、男性にあってはおおむね160㎝以上、

女性にあってはおおむね155㎝以上、体重は、

男性にあってはおおむね50㎏以上、女性にあ

ってはおおむね45㎏以上、胸囲は、おおむね

身長の２分の１以上。視力（矯正視力含む。）

は、両眼で0.7以上、かつ、一眼でそれぞれ0.3

以上で、赤色、青色及び黄色の色彩の識別がで

きること。聴力は、２ｍの距離において低語を

聴取できること等�

�

○採用後に、能代市山本郡内に居住できる者�

●受験申込書は能代山本広域市町村圏組合消防本

部総務課に請求してください。�

�

●写真は６ヵ月以内に撮影したタテ４㎝、ヨコ３

㎝程度の上半身脱帽の本人の写真を２枚。１枚

は申込書に貼り、これと同一のもの１枚（受験

票用）を提出してください。�

�

※詳細については、能代山本広域市町村圏組合消

防本部総務課まで。�

�

※郵便による申込書請求の場合は、宛先、郵便番

号を明記して120円切手を貼った返信用封筒（Ａ

４判用）を必ず同封してください。�

�

（土、日曜日及び祭日は除く）�



相談は無料で�
秘密は厳守します。�
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町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。�

　
い
じ
め
、
登
記
、
も
め
事
な
ど
の
問
題

や
困
り
ご
と
な
ど
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

●
日
程�

　
７
月
８
日
　
パ
レ
ス
琴
丘�

　
▼
相
談
時
間 

　
10
時
〜
15
時�

●
人
権
擁
護
委
員
　
琴
丘
地
域�

　
小
山
　
俊
一
　
國
柄
　
春
美
　�

　
近
藤
　
和
雄�

����������

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
町
民
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
５�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

◎
国
民
健
康
保
険
税（
１
期)�

◎
固
定
資
産
税（
２
期)�

８
月
１
日
が
納
期
限
で
す�

　
☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！�

　
※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を�

　
　
お
願
い
し
ま
す
。�

　
役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
各
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
、
期
限
内
で
あ
れ
ば
郵

便
局
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

も
利
用
で
き
ま
す
。�

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）�

酒酔い運転�

酒気帯び件数　�

飲酒事故（負傷）件数�

飲酒事故（死亡）件数�

交通死亡事故件数�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

0 件�

５月中� Ｈ28累計�

全県市町村順位（25市町村中）13位位（前月16位）↑�

飲酒運転は絶対やめましょう！ �

納
期
限
の
お
知
ら
せ�

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

は
、
交
通
事
故
か
ら
命
を
守
り
、
負
傷
の

被
害
を
軽
減
し
ま
す
。�

　
忘
れ
ず
に
正
し
い
使
用
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。�

����

　
家
族
そ
ろ
っ
て
セ
ッ
ト
で
加
入
し
ま
し

ょ
う
。�

　
掛
金
は
、
交
通
災
害
が
３
０
０
円
・
不

慮
の
災
害
が
７
０
０
円
で
す
。�

　
共
済
期
間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。�

　
申
込
書
は
町
民
生
活
課
、
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、

掛
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
７
月
末
ま
で
は
金
融
機
関
窓
口

（
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
郵
便
局
、
羽

後
信
用
金
庫
、
秋
田
や
ま
も
と
農
協
）
で

も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。�

�

全
国
海
難
防
止�

　
　
強
調
運
動
実
施
中�

交
通
災
害
共
済
と
不
慮
の�

災
害
共
済
の
加
入
に
つ
い
て�

●
期
　
間
　
７
月
16
日
〜
31
日�

�

　

海
難
０
へ
の
願
い�

�

　
全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
と
は
、
「
海�

難
防
止
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
全
国
各
地
で
、
海
の
安
全
教
室
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
海
難
防
止
思
想
を

広
め
る
運
動
で
す
。�

　
ふ
る
さ
と
秋
田
に
お
い
て
海
難
事
故
が

な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

　
　�

秋
田
県
海
上
保
安
部�

秋
田
県
海
難
防
止
強
調
運
動
推
進
連
絡
会
議�

７
月
は「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ�

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
運
動�

強
調
期
間
」で
す�

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
次
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。�

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
よ
う�

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社

会
で
支
え
よ
う�

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
地
域
社
会
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う�

�

◆
問
い
合
せ
先�

　
三
種
町
保
護
司
連
絡
協
議
会
事
務
局�

　
福
祉
課
　
　
８
５
‐
２
１
９
０�

７
月
は�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動�

強
調
月
間
で
す
。�

秋田地方法務局能代支局

では、平日8時30分～17

時15分まで人権相談を

受け付けています。�

　お気軽にご利用くださ

い。�

�
　54－4111

ゼ
ロ�
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�①
入
居
の
申
込
み
し
た
日
に
お

い
て
、
収
入
基
準
内
で
あ
る

こ
と
�

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る

こ
と
�

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

者
で
あ
る
こ
と
。
�

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

と
�

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有

す
る
持
ち
家
等
が
な
い
こ
と
�

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
�

�※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。
�

����　
入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
及

び
各
総
合
支
所
の
地
域
振
興
係

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
�

　
入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を

添
え
て
建
設
課
又
は
各
総
合
支

所
の
地
域
振
興
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
�

�７
月
１
日
〜
７
月
15
日
ま
で
�

�・
期
限
厳
守
�

・
申
し
込
み
締
切
日
時
点
で
書

類
の
そ
ろ
っ
て
い
な
い
方
は

失
格
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
�

・
受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
ま
で
（
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
は
受
付
け
し
ま

せ
ん
）
�

��　
申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅

困
窮
の
度
合
い
の
実
情
を
調
査

し
、
募
集
戸
数
を
超
え
る
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
、
公
開
抽
選

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
�

�
抽
選
予
定
日
　
８
月
２
日
�

�入

居

予

定
　
８
月
16
日
�

�◆
問
い
合
わ
せ
先
�

　
建
設
課
�

　
 
８
５
‐
４
８
２
０
�

町
営
住
宅
入
居
者
募
集�

入
居
者
の
資
格
�

申
込
方
法
�

申
込
期
間
�

選
考
方
法
�

住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

八竜東住宅�

鵜川字東本田41番地1号�

木造2階建て3LDK（74.90㎡）�

１戸　平成６年度完成�

15,900～31,300円�

家賃の３ヶ月分�

住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

八竜東住宅�

鵜川字東本田41番地1号�

木造2階建て3LDK（78.60㎡）�

１戸　平成10年度完成�

17,400～34,200円�

家賃の３ヶ月分�

住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

八竜東住宅�

鵜川字東本田41番地1号�

木造2階建て3LDK（79.90㎡）�

１戸　平成10年度完成�

17,700～34,800円�

家賃の３ヶ月分�

住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

新八竜住宅�

浜田字大平10�

木造2階建て3LDK（74.50㎡）�

１戸　平成４年度完成�

15,500～30,400円�

家賃の３ヶ月分�

住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

新八竜住宅�

浜田字大平10�

木造2階建て3LDK（74.90㎡）�

１戸　平成５年度完成�

15,800円～31,000円�

家賃の３ヶ月分�

住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

岩瀬住宅�

森岳字木戸沢100番30号�

木造平屋建て3LDK（69.50㎡）�

１戸　平成５年度完成�

16,600円～32,700円�

家賃の３ヶ月分�

�住　宅　名�

所　在　地�

構造及び間取り�

募 集 戸 数�

予 定 家 賃�

敷　　　金�

木戸沢住宅�

森岳字木戸沢100番30号�

木造平屋建て3DK（61.90㎡）�

１戸　昭和56年度完成�

10,300円～18,900円�

家賃の３ヶ月分�

●�木ノ岱橋補修工事�
小玉建設㈱　　　11,426,400円　　　6/1～10/31�

●�富岡大曲4号線防雪柵設置工事�
田中建設㈱　　　28,554,120円　　　6/2～11/30�

●�明治橋補修工事�
小玉建設㈱　　　14,342,400円　　　6/1～10/31�

●�山本浄水場送水ポンプ用電動仕切弁取替工事�
三光テクノ㈱大館営業所　3,294,000円　6/7～10/28�

町の工事契約状況　　　　　　　　　�（工事名および契約額、工期）�

※予定家賃：一般世帯～裁量階層世帯�



世帯�番�号�

金 融 機 �関�

被�保�険者�番�号�

【保険料額�】�

下�記�に�記�載�の�あ�る�方は�口�座�振�替�に�よ�る�納�付�で�す�。�

【�保�険料算�定�の根拠�】�

決�　�定�　理�　�由�

口座�名�義�人�

口 座 番 �号�

口 座 種 �別�

特�別�徴�収�対�象年�金�

以�下�の通�り�決定し�ま�した�の�で通知�し�ます�。�

性�別�

【所得段階�】�

被�保�険�者氏�名�

特�別�徴�収義務�者�

徴�　�収�　方　�法�

年 間 保 険 �料�

4 �月�

5 �月�

6 �月�
7 �月�

8 �月�

9 �月�

1 0 �月�

1 1 �月�

1 2 �月�

1 �月�

2 �月�
3 �月�

計�

月 �特�別�徴�収�(�円�) �期�別 �普�通�徴�収�(�円�)� 普�通�徴収の場合�の�

合 　 �計 　 �額�

計�

納 �期 �限�

合�計 所 得 金 �額�

本�人の課�税�状�況�

世�帯の課�税�状�況�

老�齢 福 祉 年 �金�

そ�の 他 の 事 �由�

年 �金 収 入 �額�
6�
月�

5�
月�

4�
月�

7�
月�

8�
月�

9�
月�

1�0�
月�

1�1�
月�

1�2�
月�

3�
月�

2�
月�

1�
月�

銀行� 支店�

生 �年 �月 �日�昭和�00�年�00�月�00�日�

0000000000�

7 �9 �, �2 �0 �0 円�

確�定�賦�課�

0000***�
普�通�

平成�28�年�度�

＜�問�い合わ�せ�先�＞�
三�種�町役場�　�福祉課　�介�護支援係� 　�0�185(85)2247�

老�齢�基礎年�金�

00000000�

厚�生�労働大�臣�
特�別�徴収�(�普�徴併用�)�

　　様�

 �0-0000-00000000� 三　浦　正�　�隆�

秋�田�県山�本�郡三�種�町�長�

※�この�通�知書�は�、黒�色�の電�子�公印�を�使�用�して�い�ます�。�

 �0�

 �0�

 �0�

 13,200�

 13,200�

 13,200�

1�期�
2�期�
3�期�
4�期�
5�期�
6�期�
7�期�
8�期�
9�期�

 13,200�
 13,200�
 13,200�

 �0�
 �0�
 �0�
 �0�
 �0�
 �0�

平�成�28年 8月 1日 �
平�成�28年 8月31日�
平�成�28年 9月30日�
平�成�28年10月31日�
平�成�28年11月30日�
平�成�28年12月28日�
平�成�29年 1月31日�
平�成�29年 2月28日�
平�成�29年 3月31日�

 39,600�  39,600�
 79,200 �円�

0�
1,000,000

 �円�

非課�税�
課�税�
な�し�

円�
５ ５ ５ �５ �５ ５ ５ �５ �５ ５ �５�

本�年�度�２�月�の�特�別�徴�収�額�に�な�り�ま�す�。�
翌�年�度�４�月�・�６�月�・�８�月�の�特�別�徴�収�仮�徴�収�の�期�別�額�は�

５�

介護�保�険�料�納入�通�知書�　�兼　�特�別徴�収�開始�通�知�書�

平成28年7月� 16

介護保険料の納付をお願いします!!

介護保険料納入通知書の見方�

　平成28年度の介護保険料がきまりました。納付対象者の方には、７月中旬頃までに納入通知書が郵送されま
すので、期限内の納付をお願いします。�
　納め方は、特別徴収と普通徴収の２種類に分かれます。（２つの方法を併用する方もいます。）�

　【（注）◆特別徴収＝年金から天引き　◆普通徴収＝窓口納付（口座振替含む）】��
　「昨年まで年金から天引きされていたから、今年も年金天引きのはずだ」と思われている方の中で、今年は窓
口納付になっている場合があります。町から納入通知書が届きましたら、内容の確認をお願いします。�
　通知書の見方は、次の例を参考にしてください。�

　ここでは、保険料段階が第５段階（標準的な所得階層）で、特別徴収と普通徴収の併用による納付の方を例に
説明します。�

◆問い合わせ先　福祉課　介護支援係　　85－2247

　例の場合は、１期（７月）・２期（８月）・３期（９月）は窓口納付で納めていただき、以降は、10月・12月
・２月の年金支払から天引きさせていただくことになります。�

この欄に金額の記載がある場合は、
年金から天引きとなります。�

この欄に金額の記載がある場合は、窓口納付の必要がある方ですの
で、通知書に同封された納付書等で納めていただくことになります。�

　ご自分の納入通知書をご覧いただき、普通徴収欄に金額の記載がある方には、納付書を同封していますので、
忘れずに納期限までの納付をお願いします。（ただし、口座振替対象者の方には、納付書は同封されていません。）�
　※納め忘れのためにも、納付は口座振替が便利です。�

この欄に記載のある方は、普通
徴収の保険料はご指定の口座か
らの引落しになります。�
※残高不足にご注意願います。�

※一部記載を省略しています。�
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◆
適
用
範
囲�

������������������

◆
申
請
に
つ
い
て
（
新
規
の
方
）�

　
手
続
が
必
要
で
す�

　
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
身
体
障
が
い
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
窓
口
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い�

◆
更
新
に
つ
い
て�

　
　
（
既
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
）�

　
手
続
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん�

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月

１
日
が
更
新
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
対
象
者
に
は
７
月
下
旬
に
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
更
新
日
以
降
は
郵
送

さ
れ
た
受
給
者
証
を
受
診
す
る
医
療
機
関

等
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
所
得
審
査
に
よ
り
非
該
当
と
な

る
方
に
は
、
そ
の
旨
の
通
知
を
郵
送
し
ま

す
。�

◆
平
成
10
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜�

　
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方�

　
手
続
が
必
要
で
す�

　
申
請
を
受
付
中
で
す
。�

　
申
請
手
続
き
を
行
っ
た
方
に
は
、
受
給

者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。�

　
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◆
各
種
届
出
に
つ
い
て�

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
や
住
所
、
氏

名
等
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
　
忘
れ
ず
に
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

三
種
消
防
署�

　
　
　
９
時
30
分
〜
10
時
50
分�

前
田
製
管
株
式
会
社�

　
　
　
12
時
20
分
〜
13
時
20
分�

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
14
時
〜
16
時
30
分�

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
福
）�

　
福
祉
医
療
制
度
は
、
心
身
の
健
康
の
保
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。�

◆
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
健
康
推
進
課  

長
寿
医
療
係�

　
　
８
５
‐
４
８
３
４�

　
山
本
総
合
支
所  

地
域
生
活
係�

　
　
８
３
‐
２
１
１
５�

　
琴
丘
総
合
支
所  

地
域
生
活
係�

　
　
８
７
‐
３
５
１
６�

所得制限�

あ　り�

あ　り�

な　し�

な　し�
（社会保険本人の�
場合のみあり）�

年　　齢　・　要　　件�

●子ども�
　０歳から18歳に達した最初の３月31日までの児童�
　（平成28年８月から対象年齢を18歳まで拡充します）�

 ●重度心身障がい（児）者�
　身体障がい者手帳1～3級に該当する方、療育手帳A�
　に該当する方�

●高齢身体障害がい者�
　65歳以上で身体障がい者手帳４～６級に該当する方�

●ひとり親家庭�
　母子・父子家庭の児童、父母のいない児童�
　（18歳に達した最初の３月31日まで)

三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分�

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み�

　
　
　 

13
時
〜
14
時�

山
本
公
民
館�

　
　
　
15
時
〜
16
時
30
分�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
本
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
　
８
３
‐
２
１
１
５�

10
時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時�

※
状
況
に
よ
り
、
受
付
時
間
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
８
３
‐
５
５
５
５�

＝
献
血
の
お
知
ら
せ
＝�

山
本
地
域

山
本
地
域
　７
月
７
月
2929
日�

山
本
地
域
　７
月
29
日�

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
会
場

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
会
場
　７
月
７
月
3030
日�

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
会
場
　７
月
30
日�

八
竜
地
域

八
竜
地
域
　７
月
７
月
2222
日�

八
竜
地
域
　７
月
22
日�
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早
朝
か
ら
の
作
業
に
よ
り
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
大

切
な
農
作
業
で
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
散
布
予
定
期
間
及
び
散
布
時
間
は
天
候
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

◎塗装（自動車）等に対する危害防止対策�
・自動車は車庫に入れるかポリカバーを掛け、薬剤がかからないようにしてください。
ポリカバーが必要な方は、役場農林課にまでお越しください。�
・薬剤がかかった場合は、すぐに水洗いしてください。�
◎人体に対する危被害防止対策�
・気象状況により薬剤が飛散する恐れがありますので、散布中は窓を閉め、洗濯物は
屋内に入れてください。また、危険ですので無人ヘリコプターには近づかないよう
にしてください。�
・散布後に水路などで、洗濯物や野菜の水洗いはしないでください。�

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
�

病
害
虫
の
一
斉
防
除
を
実
施
し
ま
す
！
�

 �

■実施内容　散布時間　午前５時から午後５時�

係�

関�

業�

農�

開催日時　８月２日13：00～16：00�
開催場所　山本地域振興局�

対  応 者　６次産業化プランナー他�

相談申込　開催日の10日前までに相談希望を申し込んでください。�

そ の 他　相談申込用紙は農林課　農政係にあります。�
◆問い合わせ先　�

　農政課　農政係　　85－4826

「６次産業化相談会」を開催します�
この機会に是非�
　ご相談ください。�

◆問い合わせ先　三種町病害虫防除協議会（農林課内）　85－4826

防除回数� 作物� 対象病害虫� 散布予定期間� 散布業者（電話番号）�

＜琴丘地区＞�

7�月�23�日～�7�月�30�日�

＜八竜地区＞�

7�月�20�日～�7�月�30�日�

＜山本地区＞�

7�月�20�日～�7�月�27�日�

＜琴丘地区＞�

8�月�5�日～�8�月�15�日�

＜八竜地区＞�

8�月�5�日～�8�月�12�日�

＜山本地区＞�

8�月�7�日～�8�月�19�日�

＜琴丘地区＞�

8�月�22�日～�8�月�30�日�

＜八竜地区＞�

8�月�20�日～�8�月�29�日�

＜山本地区＞�

8�月�20�日～�8�月�30�日�

＜八竜地区＞�

8�月�26�日～�9�月�1�日�

＜山本地区＞�

8�月�31�日～�9�月�1�日�

＜八竜地区＞�

9�月�2�日～�9�月�4�日�

紫斑病�

マメシンクイガ等�

マメシンクイガ�

いもち病�

紋枯病�

いもち病�

カメムシ類�

いもち病�

カメムシ類�

１回目�

水
　
　
稲
�

２回目�

３回目�

１回目�
大
　
豆
�２回目�

＜�琴丘地区�＞�

三種町農業公社�（�85－3188）�

児玉信長商店�（�87－3211）�

渡一商店�（�87－2080）�

＜�八竜地区�＞�

三種町農業公社�（�85－3188）�

ドラゴンスカイエアー�（�85－2850）�

株式会社荒谷�（�85－2777）�

桧森�グリーンハウス�（�85－3535）�

＜�山本地区�＞�

志戸橋�ファーム�（�83－3996）�

島清商店�（�83－2220）�

＜八竜地区＞�

ドラゴンスカイエアー�（�85－2850）�

株式会社荒谷�（�85－2777）�

＜山本地区＞�

志戸橋ファーム�（�83－3996）�
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三
種
町
農
業
再
生
協
議
会
（
町
農
業

委
員
会
・
町
農
業
公
社
・
秋
田
や
ま
も

と
農
業
協
同
組
合
・
米
穀
主
食
集
荷
業

者
・
秋
田
広
域
農
業
共
済
組
合
・
町
土

地
改
良
事
業
協
議
会
・
町
で
構
成
）
で

は
、
耕
作
が
さ
れ
ず
に
荒
廃
し
て
し
ま

っ
た
農
地
を
解
消
し
、
営
農
を
再
開
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間
、
農
林
水

産
省
の
耕
作
放
棄
地
対
策
再
生
利
用
緊

急
対
策
に
対
応
し
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

が
買
い
入
れ
た
、
ま
た
は
利
用
集
積
で

借
り
入
れ
た
荒
廃
農
地
の
解
消
作
業
を

行
う
際
、
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。�

１，

再
生
利
用
す
る
土
地�

　
使
用
貸
借
権
・
賃
貸
借
の
設
定
、
所

有
権
移
転
等
に
よ
り
再
生
作
業
を
行
う

年
度
か
ら
起
算
し
て
５
年
以
上
耕
作
す

る
こ
と
と
し
た
、
農
振
農
用
地
区
域
内

の
荒
廃
農
地
。�

�

①
支
援
を
希
望
の
方
は
必
ず
事
業
実
施

前
に
三
種
町
農
業
再
生
協
議
会
（
農

業
委
員
会
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

②
戦
略
作
物
等
を
栽
培
す
る
場
合
は
、

土
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業
及
び

農
用
地
区
域
外
に
お
け
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
支
援
対
象
と
な
り
ま
す
。�

③
農
地
の
借
入
期
間
は
、
５
年
以
上
に

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。�

④
再
生
作
業
実
施
後
、
８
年
を
経
過
し

な
い
間
に
農
地
の
転
用
が
行
わ
れ
た

場
合
、
補
助
金
の
返
還
を
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。�

　
町
内
に
在
住
す
る
農
家
３
戸
以
上
で

構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
（
米
の
生
産
調
整

協
力
者
）
が
、
新
規
に
取
組
む
畑
作
物

等
を
出
荷
販
売
す
る
た
め
の
経
費
を
助

成
し
ま
す
。�

補
助
率
　�

　
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円�

　
　
　
　
　
（
概
算
払
い
２
分
の
１
）�

補
助
対
象
　�

　
対
象
作
物
等
の
生
産
・
販
売
に
必
要

な
経
費
（
人
件
費
を
除
く
）�

補
助
要
件
　�

①
構
成
す
る
農
家
が
今
ま
で
作
付
け
し�

　
た
こ
と
が
無
い
畑
作
物
等
に
支
援�

②
出
荷
販
売
名
義
は
、
グ
ル
ー
プ
名
に�

　
よ
り
販
売
す
る
こ
と�

③
事
業
実
施
後
３
年
間
は
対
象
作
物
の�

　
経
営
を
維
持
し
、
出
荷
販
売
証
明
等�

　
を
添
付
の
う
え
耕
作
状
況
を
報
告
す�

　
る
こ
と�

④
事
業
実
施
後
３
年
以
内
に
対
象
作
物

　
の
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な�

　
い
場
合
は
理
由
書
を
提
出
し
、
適
正�

　
な
理
由
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
補�

　
助
金
を
返
還
す
る
も
の
と
す
る�

⑤
他
の
事
業
と
の
重
複
交
付
は
し
な
い�

申
請
手
続�

　
農
林
課
へ
認
印
持
参
の
う
え
、
所
定

の
様
式
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
農
林
課
　
農
政
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
６�

耕
作
放
棄
地
再
生
の
�

　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
�

◆
留
意
事
項�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
三
種
町
農
業
再
生
協
議
会�

　
（
三
種
町
農
業
委
員
会
）�

　
　
　
　
８
５
‐
４
８
３
２�

２，補助額等�

　　◆再生利用する活動への支援�

◆上記に附帯して行う施設等補完整備への支援�

・基盤整備（用排水施設の整備等）、乾燥調製貯蔵施設、集荷貯蔵施設、�

　農業体験施設（町民農園等）農業用機械・施設の整備【１／２以内】�

・小規模基盤整備【５万円／10a】�

対象区分� 区分の定義� 補助額（10㌃あたり）�

再生作業�
（定額支援）�

�
土づくり�

再生作業�
（重機使用）�

営農定着�

障害物除去・深耕・整地等�
�
�
必要な場合のみ�

荒廃の程度が大きく上記作業を重機で�
行う場合�

再生農地への作物の導入�

５万円（再生作業に係る費用が10万円以上）�
※再生作業に併せて中心経営体に集約化（面�
　的集積する場合、助成単価を２割加算）�
２．５万円�

総費用の１／２�
（作業にかかる費用が10万円以上）�

２．５万円（１年間のみ）�

地
域
で
取
組
む�

複
合
経
営
支
援
事
業�
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三
種
町
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
た
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付�

し
て
い
ま
す
。�

●
対
象
者�

　
三
種
町
内
の
公
共
下
水
道
区
域
及
び�

農
業
集
落
排
水
区
域
以
外
の
世
帯
で
、�

過
去
に
合
併
処
理
浄
化
設
置
整
備
費
補�

助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方�

●
対
象
条
件�

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

・
交
付
決
定
後
に
着
手
し
、
当
該
年
度

の
３
月
20
日
ま
で
に
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
工
事�

●
補
助
金
額�

・
５
人
槽
　
61
万
円�

　
（
建
物
面
積
１
６
０
㎡
以
下
）�

・
７ 

人
槽
　
70
万
円�

　
（
建
物
面
積
１
６
０
㎡
を
超
え
る
）�

　
※
１
６
０
㎡
…
約
48
坪�

　
補
助
件
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
上
下
水
道
課
ま�

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

※
新
築
の
場
合
は
優
先
的
に
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

※
法
人
、
会
社
等
は
対
象
外
で
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
下
水
道
課 

下
水
道
係�

　
　
８
３
‐
２
３
３
５�

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
費�

補
助
金
に
つ
い
て�

Ｅ
Ｍ
サ
ー
ク
ル
み
た
ね�

　
視
察
研
修
会
の
お
知
ら
せ�

●
受
付
期
間
　
７
月
１
日
〜
７
月
11
日�

●
受
験
講
習
会 

　
９
月
27
日�

●
資
格
認
定
試
験
　
10
月
28
日�

●
講
習
・
試
験
会
場
　
秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル 

●
受
講
・
受
験
手
数
料
　
６
０
０
０
円�

※
合
格
し
た
場
合
、
登
録
手
数
料
と
し�

　
て
別
途
２
０
０
０
円
必
要
で
す
。�

●
申
込
方
法 

�

●
受
付
窓
口
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係�

　
　
　
　
　
（
　
８
３
‐
２
３
３
５
）�

●
申
込
書
　�

　
上
下
水
道
課
備
え
付
け
の
用
紙
か
、

秋
田
県
下
水
道
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

�
◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
秋
田
県
下
水
道
協
会
事
務
局 

 

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
１
４
２
７�

����

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
た
畑
の
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
す
。�

●
と
　
き
　
７
月
12
日
　
９
時
〜
15
時�

●
集
合
場
所
　
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー�

●
視
察
先
　
男
鹿
市
か
ね
か
わ
畑
　
他�

●
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
昼
食
代
）�

●
申
込
締
切
　
７
月
８
日
ま
で�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
八
竜
公
民
館�

　
　
８
５
‐
２
１
７
７�

平
成
28
年
度
　
排
水
設
備
工
事
責
任�

技
術
者
受
験
者
講
習
会
及
び
資
格
認�

定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て�

秋田海区漁業調整委員会委員一般選挙�

投票日　８月　３日（水）�

告示日　７月２５日（月）�

　以下の要件を満たし、三種町の海区漁業調整委員会委員

選挙人名簿に登録されている人です。�

・漁業者又は漁業従事者であること。 �

・三種町に、住所又は事業場を有すること。 �

・１年90日以上、漁船を使用する漁業を営み又はこれに

従事すること。�

◯三種町で投票できる人（選挙権）�

◯投票所入場券�

　選挙権のある方に対し、告示日以降に送付します。�

海区漁業調整委員は、沿岸及び沖合漁業の調整等を担う県の

行政委員です（任期４年）。�

◆問い合わせ先　�

　　　三種町選挙管理委員会　　74－6422

もりたけもりたけ�

納涼祭�
もりたけもりたけ�

納涼祭�
もりたけ�

納涼祭�

と　き�

ところ�

8月6日（土）14時～16時�
特別養護老人ホームもりたけ�

屋外特設スペース�

内　容�太鼓演奏、盆踊り　など�

※雨天時は地域交流ホール�

※その他　わたあめ・かき氷などの�

　　　　　露店を予定しています。�

　　　　　是非お越しください。�

◆問い合わせ先�

　　特別養護老人ホームもりたけ　　72－4555
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◆問い合わせ先　�
　秋 田 年 金 事 務 所　　018－865－2392�
　琴丘総合支所地域生活係　　87－3516

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で�
行っています。お気軽にご相談ください。�

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基

礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。�

　平成28年度の免除等の受付は平成28年７月１日から開始され、平成28年７月分から平成

29年６月分までの期間を対象として審査をおこないます。�

　また、平成26年４月から法律が改正されて、２年１カ月前の月分まで遡及して免除申請

をすることができます。失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、

申請を忘れていたために未納期間を有している方等は、一度、三種町役場の国民年金窓口ま

たは年金事務所へご相談ください。�

●保険料の全額免除や一部納付等の承認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、

将来受ける年金額が少なくなります。�

●そこで、これらの期間は、10年以内（例：平成28年４月分は平成38年４月まで）であれば、

あとから保険料を納めること（追納）ができ、納めると年金額が減少しません。ただし、

老齢基礎年金を受けられている方は追納することができません。�

●保険料免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納す

る場合、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。�

�
健康推進課国保年金係　　85－2137�
山本総合支所地域生活係　　83－2115

国民年金保険料免除等の�
　　　　　申請について�

　翌年度以降も引き続き全額免除または若年者納付猶予を希望される場

合は、申請書の所定の欄に印を付していただくことにより、翌年度以降

の申請書の提出は不要となります。�

※　全額免除または若年者納付猶予の承認を受けられた方に限ります。�

※　失業等を理由とした特例による免除承認であった場合には、翌年度も申請書の提出が必

要となります。�

※　所得要件の審査は、町民税の申告内容をもとに行いますので所得申告を忘れずに行って 

ください。�



平成28年7月� 22

���　
認
知
症
の
人
は
年
々
増
加
し
、
平
成
37

年
に
は
約
７
０
０
万
人
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
�

　
昨
年
度
、
三
種
町
で
新
規
に
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
主
な
原
因
に
つ
い
て
み
て
み

る
と
、
「
認
知
症
」
が
17
・
６
％
と
「
関

節
疾
患
」
の
19
・
８
％
に
次
い
で
多
い
疾

患
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
方
々
の
交
流

を
図
る
目
的
で
認
知
症
カ
フ
ェ
を
設
置
し

ま
す
。
�

��　
７
月
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
の
役
割
を
も

っ
た
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
�

　
認
知
症
や
介
護
の
こ
と
を
相
談
し
た
り
、

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ホ
ッ
と

す
る
時
間
を
過
ご
し
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
場
で
す
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、

認
知
症
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
地
域

住
民
、
介
護
相
談
に
関
わ
る
人
な
ど
誰
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
カ
フ
ェ
は
専
門
機
関
の
紹
介

等
、
必
要
な
人
に
支
援
を
つ
な
ぐ
中
心
的

な
相
談
窓
口
で
す
。
�

　
カ
フ
ェ
と
い
う
日
常
的
な
場
所
で
気
軽

に
交
流
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
偏
見

を
な
く
し
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
暮
ら
し

や
す
い
地
域
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
�

●
と
　
き
　
７
月
20
日
�

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
�

●
と
こ
ろ
　
琴
丘
拠
点
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
「
じ
ょ
も
ん
」
�

※
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
�

申
し
込
み
　
当
日
自
由
参
加
�

参
加
費
　
無
料
、
出
入
り
自
由
�

そ
の
他
　
飲
み
物
、
お
菓
子
付
き
�

「
お
れ
ん
じ
カ
フ

「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン
プ
ン
�

「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン
�

認
知
症
カ
フ
ェ
っ
て
�

　
　
ご
存
知
で
す
か
？
�

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
と
は
？
�

�　
ひ
ざ
痛
の
治
療
で
は
な
く
、
ひ
ざ
痛
の

緩
和
や
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。
�

�◆
対
象
者
　
�

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
概
ね
65
歳

以
上
の
方
で
現
在
、
ひ
ざ
に
痛
み
や
違
和

感
の
あ
る
方
�

◆
持
ち
物
�

　
運
動
で
き
る
服
装
と
内
ズ
ッ
ク
、
汗
拭
�

 
き
タ
オ
ル
や
水
分
補
給
が
で
き
る
も
の
�

◆
と
　
き
　
毎
回
水
曜
日
�

　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分
�

◆
と
こ
ろ
　
山
本
公
民
館
�

◆
参
加
費
　
１
４
０
０
円（
触
覚
ボ
ー
ル
代
）�

◆
定
　
員
　
先
着
15
名
�

　
（
以
前
受
講
さ
れ
た
方
は
対
象
外
）
�

◆
申
込
期
限
　
７
月
20
日
�

「
ら
く
ひ
ざ
教
室
」
�

　
　
　
参
加
者
募
集
�

　
８
月
か
ら
月
１
回
「
わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

適
度
に
体
を
動
か
し
、
脳
も
体
も
元

気
に
す
る
教
室
で
す
。
詳
細
は
次
回

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

お知らせ�

≪踵と尻の距離≫�

何年も正座ができなかった女性。�
膝の手入れを身に付ける事で、正座�
できるまでに改善しました！�

初　回�

右�

左�

29.5 cm

7.0 cm

0 cm

0 cm

最終回�

回　数�

月　日�

１回目�

8月24日�

２回目�

9月7日�

３回目�

9月21日�

４回目�

10月5日�

５回目�

11月2日�

６回目�

11月30日�

７回目�

12月21日�

◆申し込み・問い合わせ先　�

　福祉課　地域包括支援センター  　８５―４８３５�

　
認
知
症
早
期
発
見
の
第
一
歩
に
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
導
入
し
ま
し
た
。�

　
実
施
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�
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想�
『
ひ
ざ
を
お
大
事
に
』
�

町
長
�

三

浦

正

隆

�

　
健
康
は
万
人
の
願
い
。
い
つ
ま
で
も

健
康
で
あ
り
た
い
と
誰
し
も
望
ん
で
い

ま
す
が
、
現
実
に
は
な
か
な
か
そ
う
行

き
ま
せ
ん
。
特
に
整
形
外
科
へ
行
く
と

ご
年
配
の
方
の
多
い
こ
と
。
肩
・
腰
・

膝
の
痛
み
で
受
診
と
い
う
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
�

　
私
も
60
代
で
す
が
、
五
十
肩
が
な
か

な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
お
医
者
さ
ん

か
ら
「
加
齢
に
よ
る
」
と
い
う
言
葉
を

聞
く
と
「
あ
ー
、
そ
う
で
す
か
。
」
と

力
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
�

　
二
ヶ
月
ほ
ど
前
、
左
ひ
ざ
を
痛
め
ま

し
た
。
自
分
で
は
軽
い
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ

の
つ
も
り
で
し
た
が
、
体
重
が
増
え
た

せ
い
か
ひ
ざ
に
負
担
が
か
か
っ
た
よ
う

で
す
。
幸
い
痛
み
も
大
分
取
れ
て
、
今

で
は
支
障
な
く
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
ボ
デ
ィ
ー
マ
ス
指
数
）
が
25

以
上
は
要
注
意
だ
そ
う
で
す
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
場
合
ま
ず
は
充
分
減
量
し
て
か

ら
始
め
る
べ
き
と
の
こ
と
。
�

　
ひ
ざ
を
痛
め
て
か
ら
特
に
目
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
「
変
形
性
ひ
ざ

関
節
症
」
関
係
の
記
事
や
効
能
を
謳
う

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
広
告
で
す
。
�

　
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
は
40
歳
以
上
の

日
本
人
の
61
％
、
推
定
で
１
８
７
０
万

人
が
罹
患
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、

年
齢
と
と
も
に
ひ
ざ
の
関
節
軟
骨
が
変

成
し
て
す
り
減
っ
て
い
き
、
関
節
内
に

炎
症
が
起
き
る
病
気
で
す
。
�

　
ひ
ざ
を
形
成
す
る
大
腿
骨
と
脛
骨
の

先
端
は
関
節
軟
骨
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
役
割
を
す
る
半
月
板

と
と
も
に
ひ
ざ
へ
の
衝
撃
を
吸
収
し
て

動
き
を
な
め
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
関
節
軟
骨
が
す
り
減
っ
た
り
、
半
月

板
に
支
障
が
出
た
り
す
る
と
慢
性
的
な

炎
症
が
起
き
て
周
辺
組
織
が
硬
く
な
っ

て
し
ま
い
、
痛
み
が
生
じ
ま
す
。
女
性

は
軟
骨
や
腱
、
靱
帯
が
弱
い
傾
向
に
あ

る
た
め
男
性
と
比
べ
て
約
２
倍
の
発
症

率
だ
そ
う
で
す
。
�

　
ど
う
い
う
人
が
ひ
ざ
を
痛
め
易
い
か

と
い
う
と
肥
満
な
人
、
Ｏ
脚
の
人
、
運

動
不
足
な
人
と
の
こ
と
。
肥
満
だ
と
体

重
が
ひ
ざ
へ
の
負
担
を
増
す
こ
と
に
な

り
、
ま
た
、
Ｏ
脚
は
ひ
ざ
の
内
側
に
負

担
が
か
か
り
、
運
動
不
足
に
よ
り
筋
肉

が
弱
ま
る
こ
と
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
�

　
と
こ
ろ
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
ひ
ざ

関
係
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
広
告
が
多
い

こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
製
薬
会
社
、
有
名
な
食
品
・
飲
料

メ
ー
カ
ー
で
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
も
ひ
ざ
の
痛
み
に
負
け
て
某
社
の
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
お
試
し
で
購
入
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
月
定
期
的

に
送
ら
れ
て
来
ま
す
が
、
「
飲
み
続
け

る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
い
う
愛
飲
者

の
声
を
聞
く
と
そ
ん
な
も
の
か
と
、
な

か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。
実

際
、
効
果
が
あ
る
か
と
訊
か
れ
れ
ば
、

効
い
て
い
る
よ
う
な
、
い
な
い
よ
う
な

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
�

　
今
回
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
自
分
な
り

に
感
じ
た
の
は
、
年
を
取
っ
て
も
必
要

な
筋
肉
を
付
け
る
た
め
に
は
積
極
的
に

運
動
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
。
そ
れ

と
ス
ト
レ
ッ
チ
の
や
り
方
を
勉
強
し
て

自
分
の
体
を
ベ
ス
ト
に
持
っ
て
行
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
適
正
な
体

重
を
保
つ
こ
と
の
3
点
で
す
。
�

　
皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
管
理
に
は

充
分
注
意
し
て
お
元
気
で
お
過
ご
し
下

さ
い
。
�

「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン
�
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後期高齢者医療制度加入の皆様へお知らせ�

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
�

「
限
度
額
適
用

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」

額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
へ

を
お
持
ち
の
方
へ
�

長
期
入
院
し
た
時
の

長
期
入
院
し
た
時
の
�

　
　
　
　
食
事
代
に
つ
い
て

　
　
　
　
食
事
代
に
つ
い
て
�

交
通
事

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
�

医
療
費
通
知
に
つ
い
て

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発

（
後
発
医
薬

品
）に
関
す
る
差
額
通
知

額
通
知
に
つ
い
て
�

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
�

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方
へ
�

長
期
入
院
し
た
時
の
�

　
　
　
　
食
事
代
に
つ
い
て
�

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
�

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）に
関
す
る
差
額
通
知
に
つ
い
て
�

　
８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
証
が
「
む
ら
さ
き
色
の

被
保
険
者
証
」
に
変
わ
り
ま
す
。
�

　
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

８
月
１
日
以
降
は
新
し
い
被
保
険
者
証

を
病
院
や
薬
局
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
�

　
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
平
成
28
年
度
も
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
８

月
１
日
か
ら
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
被
保
険
者
証

と
一
緒
に
お
届
け
し
ま
す
。
�

　
入
院
し
た
と
き
に
、
こ
の
認
定
証
を

提
示
す
る
と
、
入
院
時
一
部
負
担
金
と

食
事
の
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
過

去
に
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
�

　
対
象
と
な
る
方
に
は
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
認
定
証
が
必
要
な
方
は

窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�

　
入
院
し
た
と
き
は
左
記
の
食
事
代
を

自
己
負
担
し
ま
す
。
所
得
区
分
が
低
所

得
Ⅱ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
こ

の
認
定
を
受
け
て
い
る
期
間
に
お
い
て

過
去
１
年
間
で
90
日
を
越
え
る
入
院
を

し
た
場
合
、
91
日
目
か
ら
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
�

　
減
額
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

��

　
交
通
事
故
な
ど
他
人
（
第
三
者
）
の

行
為
に
よ
っ
て
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場

合
で
も
、
健
康
保
険
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
届
出
が
必
要
で
す

の
で
窓
口
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
�

 
�

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
３
０

０
円
以
上
削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

方
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す

る
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
�

（
７
月
・
１
月
送
付
予
定
）�

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
と
は
、
先
発
医
薬
品
と
効
き
目
や

安
全
性
が
同
等
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
、

厚
生
労
働
省
が
承
認
し
た
安
価
な
薬
で

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤

師
に
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

�　
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
や
施
術
を
受

け
ら
れ
た
方
に
「
医
療
費
通
知
書
」
を

お
送
り
し
ま
す
。
日
数
や
医
療
費
な
ど

が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
領
収
書
等
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
�

これからの被保険者証�

〈有効期限〉�

平成２８年８月１日～（１年間）�

今までの被保険者証�

〈有効期限〉�

平成２８年７月３１日まで�

限度額適用・�

標準負担額減額認定証は�

①世帯全員が住民税非課税の方�

②世帯全員が住民税非課税で世

帯の所得が控除等を差し引い

たとき0円になる方　�

　　　　　が対象となります�

所得区分（適用区分）� １食あたりの食事代�
(自己負担額)

現役並み所得者・一般�

�

低所得Ⅱ�

�

低所得Ⅰ�

３６０円�

２１０円�

１６０円�

�

１００円�

９０日までの入院�

過去１年間（低所得Ⅱの減額
認定を受けている期間に限る）
で90日を超える入院で申請し
た方�
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後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定
通
知
が

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定
通
知
が
�

７
月
下
旬
に
届
き
ま
す

７
月
下
旬
に
届
き
ま
す
�

平
成
平
成
28
年
度
の

年
度
の
�

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て
�

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定
通
知
が
�

７
月
下
旬
に
届
き
ま
す
�

平
成
28
年
度
の
�

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て
�

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
納
付
）
�

　
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
形
で
の
納
付

方
法
で
す
。
�

手
続
き
等
は
不
要
で
す
が
、
年
金
額
等

の
条
件
に
よ
り
納
付
方
法
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

　
※
申
出
に
よ
り
口
座
振
替
へ
変
更
が

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
窓
口
へ
ご
相
談

下
さ
い
。
�

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書

で
の
納
付
）
�

　
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で
の
納
付

方
法
で
す
。
封
筒
に
「
納
付
書
在
中
」

と
押
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
口
座
振
替
の
手
続
き
の
際
は
、
通
帳

と
銀
行
印
を
お
持
ち
の
上
、
各
金
融
機

関
窓
口
で
お
手
続
き
下
さ
い
。
�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
所
得
の

低
い
世
帯
の
方
の
保
険
料
を
軽
減
す
る

次
の
よ
う
な
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

所
得
割
の
軽
減
�

　
所
得
割
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が
58
万
円

以
下
の
方
は
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。
�

�職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
の
軽
減
�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
均
等
割
が
９
割

軽
減
さ
れ
、
所
得
割
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。
（
国
民
健
康
保
険
と
国
民
健
康

保
険
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
、

軽
減
措
置
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）
�

◆
保
険
料
の
支
払
い
方
法
は
、
次
の
２
通
り
で
す
。
�

世帯主及び世帯に属する�
被保険者の所得の合計額�

33万円以下の世帯�

うち被保険者全員が�
年金収入80万円以下�
（その他各所得がない）�

33万円＋26.5万円×�
　世帯の被保険者の数�

33万円＋48万円×�
　世帯の被保険者の数�

軽減割合�

８.５割�

９割�

５割�

２割�

◆申請窓口・問い合わせ先　健康推進課 長寿医療係 　85－4834　山本総合支所 地域生活係 　83－2115　琴丘総合支所 地域生活係 　87－3516

今年はさらに盛
り上がる

今年はさらに盛
り上がる!

夢おどる夢おどる2つの
サマーつのサマー�

今年はさらに盛
り上がる!

夢おどる2つの
サマー�

全国花火競技大会（大仙市）�

広告�
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みんなで�
支えよう！�
国保税の軽減制度が拡充されました！ 

　国民健康保険の制度改革により、国保税の軽減制度が拡充されました。この軽減制度は、世帯の所得が一定額

以下の場合に、所得に応じて均等割・平等割が軽減される制度です。�

　この軽減制度が昨年度の拡充に引き続き、平成28年度も拡充されることとなりました。軽減判定を行うための

基準額が引き上げられたことによって、対象となる世帯が増え、低所得者層の負担が軽減されることになります。�

拡充されたのは、２割および５割軽減で、７割軽減は改正がありません。�

【２割軽減の拡充】�

　　基準額（改正前）33万円＋47万円×被保険者数　�

　　　　　（改正後）33万円＋48万円×被保険者数�

【５割軽減の拡充】�

　　基準額（改正前）33万円＋26.0万円×被保険者数�

　　　　　（改正後）33万円＋26.5万円×被保険者数�
�

　また、課税限度額の見直しも行われ、それぞれ次のとおり引き上げられました。�

　〔医療分〕54万円（＋2万円）　　〔後期分〕19万円（＋2万円）�
�

　税率そのものにつきましては、１人当たり保険給付費は上昇傾向にありますが、基金の取崩しを行い、据置と

しました。�

特別な事情で、保険税納付が困難な場合はご相談ください�

　平成28年度の納税通知書を７月中旬に送付しますので、納め忘れのないよう、納期内の納付にご協力をお願

いします。※第1期目の納期は８月１日（月）です。�

　なお、次のような特別な事情で保険税の納付が困難な場合には、申請により減額や分割納付が認められること

があります。納付が困難なときは、お早めに税務課または健康推進課の担当窓口にご相談ください。�

◎平成28年度の税率�

区　分�

医　療　分�

後　期　分�

介　護　分�

所　得　割�

6.15％�

1.66％�

1.42％�

資　産　割�

31.04％�

6.44％�

7.55％�

均　等　割�

25,000円�

5,200円�

7,200円�

平　等　割�

20,000円�

4,100円�

4,200円�

限　度　額�

540,000円�

190,000円�

160,000円�

災害や火災などによって、財産
に大きな損失を受けたとき。�

世帯の方が病気やケガをしたり、
盗難にあったりしたとき。�

失業などにより所得がなくなっ
たとき。�

TEL８５－２１３７　　税務課賦課係　TEL８５－４８２８�

（医療分）医療費に係る分　（後期分）後期高齢者への支援金分　（介護分）介護保険の納付金分�

※均等割＝１人当り額、平等割＝世帯当り額�
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１人当たり保険給付費に上昇の兆しが！�

　国民健康保険は、病気やケガをしても安心して医療が受けられるように、加入者の皆さんがお金（保険税）を

出し合い、さらに、国、県、町が多額の税金を入れながら運営されている助け合いの制度です。�

　三種町国保の平成27年度保険給付費の状況（暫定値）は、総額では約16億3千百万円と前年比較で2.9％の増

となりました。１人当たりでは、平成26年度は前年並と落ち着きを見せていましたが、平成27年度は33万９千

円と前年比較で8.1％の増となり、上昇傾向となりました。�

また、一般的に高齢になると病気になりがちですが、三種町国保全体に占める高齢者（65～74歳）の割合は、

平成27年度で43.1％と前年より3.3ポイント伸びました。�

　加入者数は年々減少傾向にあ

る中で、平成27年度の「加入者

１人当たりの保険給付費」は、

左のグラフのとおり直近５年間

で最大の伸びとなりました。�

　今年度については、これまで

の実績から次のとおり見込んで

います。�

　※平成28年度見込み�

　　加入者数（年間平均）�

　　 　　4,581人�

　　１人当たり保険給付費�

　　　　　　34万5千円�

　国民健康保険高齢受給者証を８月１日に更新します。新しい受給者証は７月下旬に郵送します。�

　更新の対象者は、国民健康保険加入者で、昭和16年８月２日から昭和21年７月１日までに生まれた方

です。手続きの必要はありません。�

　これまでお使いの高齢受給者証は、期限が切れた後に、ハサミを入れて破棄してくださるようお願いし

ます。�

※前年の収入額などにより一部負担の割合が決まりますので、これまでの負担割合と異なる場合があり

ます。�

高齢受給者証とは�

　高齢受給者証は、国民健康保険（国保）から70歳になった人に交付されます。医療を受けるときの自

己負担の割合を示す証明書になりますので、病院の窓口では、保険証と一緒に必ず提示してください。�

　平成26年度より軽減特例措置が見直され、誕生日が昭和19年４月２日以降の方の自己負担割合は２割

（現役並み所得の方は３割）となっています。�

　保険給付費とは、治療に要した費用（医療費）から自己負担額を差し引いたもので、国保会計から支

払われるものです。�

三種町国民健康保険　　■問い合わせ先　健康推進課国保年金係　

23年度� 24年度� 25年度� 26年度� 27年度�

1人当たり医療費� 被保険者数�

（�千�円�）�

暫定値�

（�人�）�

　国保加入者の皆様には、日ごろの健康管理などの心がけと医療費の適正化にご協力をお願いします。�

高齢受給者証の更新について�
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　三種町国保に加入する年度末年齢40歳以上75歳以下（75歳誕生日前日まで）の方は、町で実施する特定健康

診査の対象となります。�

　特定健康診査は、日々の偏った食生活や運動不足などが原因で、いわゆる「メタボ（内臓脂肪症候群）」に該

当している方、またはその予備軍になっている方の早期発見に重点をおいておりますが、他の基本的な検査項目

も含まれており、ご自分の健康状態を正しく知るための数少ない機会です。�

　特に、通院中の方や定期的に医療機関を受診されている方につきましては、主治医とご相談のうえ、年一回の

受診をお願いします。�

　次により特定健康診査を受けた場合は、国保から助成がありますので自己負担が無料となります。�

※自己負担が無料となるのは毎年４月１日から翌年３月31日までの１年間で１回のみとなります。�

※２回目以降の受診の際は、費用の全額が自己負担となりますのでご注意ください。�

　次の日程で集団健診を実施します。日程をご確認のうえ、忘れずに受診しましょう。�

　なお、国保に加入されている方で、申し込まれていない場合は、事前に三種町保健センター（TEL83－5555）

へお申し込みいただければ、どの地区でも特定健康診査を受けることができます。�

◆受付時間�

　早朝（健診）　午前５時30分～午前７時�

　※旧上岩川小学校および旧鯉川小学校は受付時間が午前５時30分～午前６時30分となります。�

　日中（健診）　午後１時30分～午後２時30分�

　日曜（健診）　午前７時～午前８時�

健康推進課国保年金係　TEL８５－２１３７�

自己負担なし（無料）で受けられる�
特定健康診査を受診しましょう！�

特定健康診査の受診方法�

町の集団健診をお申し込みの方�

■特定健康診査日程（６月～10月）�

琴 丘 地 区�

実 施 日� 会　　場�

6/27（早朝）�

6/28（早朝）�

6/30（早朝）※�

7/1 （早朝）※�

9/11（日曜）�

ひまわりセンター�

ひまわりセンター�

旧上岩川小学校�

旧鯉川小学校�

ひまわりセンター�

八 竜 地 区�

実 施 日� 会　　場�

7/5（早朝）�

7/6（早朝）�

7/8（早朝）�

7/11（日中）�

7/12（日中）�

8/28（日曜）�

八竜改善センター�

八竜改善センター�

八竜改善センター�

鵜川公民館�

浜口公民館�

八竜改善センター�

山 本 地 区�

実 施 日� 会　　場�

7/15（早朝）�

7/20（早朝）�

7/22（早朝）�

7/26（早朝）�

7/27（早朝）�

7/29（早朝）�

10/2（日曜）�

中嶋ふれあいセンター�

金陵の館�

すいらんの館�

山本公民館�

山本公民館�

保健センター�

保健センター�
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三種町国民健康保険　　■問い合わせ先　

　集団健診を申し込まれていない方に、６月下旬より「特定健康診査受診券」を順次送付しています。次の方法

により、医療機関で受診できますので、ぜひ受けるようにしましょう�

◆実施場所　下記の能代市山本郡内41医療機関�

◆申込方法　お申込みは不要です。�

　　　　　　※通院中の方は、定期検査とあわせて行う場合もありますので医師とご相談ください。�

◆健診種類　〇特定健康診査　検査項目：身体測定、診察、血圧、血液、尿�

◆自己負担　０円（自己負担なし）�

◆受診方法　「保険証」と「特定健康診査受診券」を持って受診してください。�

　　　　　　※どちらか一方のみでは受診できません。受診券を紛失した場合は、健康推進課国保年金係にご

　　　　　　　連絡ください。�

■実施場所・申込方法�

　　　　　　　能代厚生医療センター 健診センター　TEL52－3111　�

　　　　　　　　　⇒電話等でお申し込みください。�

　　　　　　　ＪＣＨＯ秋田病院　健康管理センター　TEL52－3271　�

　　　　　　　　　⇒保険証を持って直接お申し込みください。�

■健診種類　〇特定健康診査　検査項目：身体測定、診察、血圧、血液、尿、心電図、眼底、貧血、腎機能�

　　　　　　●特定健康診査＋がん検診�

■自己負担　〇特定健康診査　　　　　　　０円（自己負担なし）�

　　　　　　●特定健康診査＋がん検診　お申し込みの際、ご確認ください。�

■受診方法　「保険証」と「特定健康診査受診券」を持って受診してください。�

　　　　　　※どちらか一方のみでは受診できません。受診券を紛失した場合は、健康推進課国保年金係にご

　　　　　　　連絡ください。�

町の集団健診を申し込まれていない方�

●個別健診（予約不要）　　通院中の「かかりつけ医」で受診できます!!

●専門の医療機関で受ける健診（要予約）　　詳細な検査ができます!!

■個別健診実施医療機関�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15

佐藤医院�

ドラゴンクリニック�

鹿渡内科医院�

森岳温泉病院�

柳谷内科クリニック�

クリニック蒼きもり�

京病院�

わたなべ整形外科�

関医院�

能代南胃腸内科肛門外科�

後藤内科医院�

織田内科医院�

さいとう医院�

つばきさかクリニック�

淡路医院�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29�

30

白坂内科胃腸科医院�

成田産婦人科医院�

能代循環器科クリニック�

瀬川医院�

永沢医院�

浅内診療所�

富町クリニック�

山須田医院�

おおたファミリークリニック�

後藤クリニック�

西塚医院�

佐々木医院�

小泉医院�

金田医院�

加賀医院�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38�

39�

40�

41

小野医院�

能代病院�

三田医院�

工藤泌尿器科医院�

木村医院�

平野医院�

たかはしレディースクリニック�

ねもとクリニック�

ミナトクリニック�

八峰町営診療所�

東八森診療所�
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）
�

　
「
心
の
あ
た
た
か
さ
命
の
す
ば
ら
し
さ
」
�

◆
 
応
募
資
格
�

　
三
種
町
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方
�

　
三
種
町
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
�

◆
 
募
集
期
間
　
８
月
29
日
ま
で
�

◆
 
応
募
方
法
�

・
小
中
学
生
…
 
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
�

　
る
応
募
用
紙
に
て
応
募
�

・
小
中
学
生
以
外
の
方
…
 
一
人
２
作
品
�

ま
で
と
し
応
募
先
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
か
Ａ
４
程
度
の
用
紙
に
標
語
と
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
郵
送
ま
た

は
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
�

◆
 
応
募
先
　
�

　
健
康
推
進
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
83
ー
３
８
５
７
）
・
各
総
合
支
所
地
域

生
活
係
・
各
公
民
館
�

◆
 
選
考
方
法
　
�

　
審
査
会
を
行
い
、
小
学
生
低
学
年
の
部
・

高
学
年
の
部
・
中
学
生
の
部
・
一
般
の
部

そ
れ
ぞ
れ
に
特
選
１
名
、
入
選
２
名
を
決

定
し
ま
す
。
　
�

◆
 
表
　
彰
�

　
三
種
町
「
心
の
あ
た
た
か
さ
命
の
す
ば

ら
し
さ
」
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
表
彰
し
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
�

◆
 
入
選
作
品
�

　
広
報
み
た
ね
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
、
自
殺
予
防
対
策
啓
発
活
動
に
広

く
活
用
し
ま
す
。
�

　
７
月
の
無
料
相
談
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。
�

　
以
前
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
に

つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

　
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
�

こころちゃん�

「
心
の
あ
た
た
か
さ
命
の
す
ば
ら
し
さ
」の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
語
を
募
集
し
ま
す
�

平
成
27
年
度
　
小
学
校
低
学
年
の
部
　
入
選
作
品
�

一
人
で
悩
ま
ず
�

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

か
な
し
い
と
き
も
家
族
の
え
が
お
で
わ
た
し
も
え
が
お
�

�

開 催 日 �

会 場・時 間 �

申込み方法�

予 約 先 �

7月23日�
�

�

�

秋田なまはげの会　相談アドバイザー�

弁護士や司法書士などの専門家が精力的に相談

活動を行います。�

・借金・生活苦・相続・ローン返済・年金・成

年後見制度・雇用�

7月25日�
�

�

�

臨床心理士　成田ひとみ　氏�

　秋田県臨床心理士会理事。�

心理相談員、スクールカウンセラー、乳幼児健

診スタッフとして活躍。自分や家族の病気のこ

と、ストレスチェックなど。また日頃思ってい

ることなどお話しに来ませんか。�

�

三種町保健センター　午後1時～4時（1人約1時間）�

原則予約制。当日申し込みの場合は順番によりお待ちいただくことがあります。�

三種町保健センター　電話　83-5555　　ＦＡＸ　83-3857

内　　容�
秋田なまはげの会出張相談会�
～暮らしに関する何でも相談会～�

こころの相談会�
～臨床心理士～�

◆この事業は秋田県地域自殺対策強化事業費補助金を活用しています。�

�
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と　　　き�

上
岩
川
縄
文
講
座
�

　
５
千
年
前
、
上
岩
川
で
掘

ら
れ
て
い
た
玉
髄
質
の
珪
質

頁
岩
。
そ
の
石
は
、
奥
羽
山

脈
を
超
え
て
岩
手
県
一
戸
町

ま
で
流
通
し
て
い
ま
し
た
。�

　
講
話
と
現
地
学
習
を
と
お

し
て
時
空
を
超
え
た
ロ
マ
ン

に
浸
り
ま
し
ょ
う
。�

��

●
と
き
　
７
月
31
日 �

　
　
　
　
９
時
15
分
開
会
　�

●
と
こ
ろ
　
旧
上
岩
川
小
学
校�

●
内
容
　�

・
自
慢
の
石
の
展
示
鑑
定
会�

・
講
話
と
現
地
学
習�

　
講
師�

　
吉
川
耕
太
郎
　氏（
秋
田
県
立
博
物
館
）�

　
菅
野
紀
子
　氏
（
岩
手
県
御
所
野�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縄
文
博
物
館
）�

・
岩
川
地
鶏
う
ど
ん
と
お
に
ぎ
り
教
室�

（
参
加
料
３
０
０
円
）�

●
主
催
　
上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ�

　
会
長
　
畠
山
正
徳�

　
　
８
８
‐
２
２
５
１�

釜
谷
浜
�

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
、
世
代
や
男
女

の
垣
根
を
越
え
、
10
組
（
予
定
）
の
音

楽
家
た
ち
が
夏
の
釜
谷
浜
に
勢
揃
い
し

ま
す
。�

�

●
と
き
　
８
月
７
日
　�

　
13
時
開
演
（
19
時
終
演
予
定
）�

●
と
こ
ろ
　�

　
釜
谷
浜
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
会
場�

（
荒
天
時
　:

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
）�

　
※
入
場
無
料�

●
主
催
　
ま
ち
の
お
ん
が
く
た
い�

　
　
　
　
（
代
表
　
平
塚
穂
高
）�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
本
　
智
　
（
農
園
り
す
と
ら
ん
て

h e r b e r r y

内
）�

　
　
８
５
‐
３
２
３
２�

上岩川下砂子沢で�

見つかった巨大頁�

岩の露頭�

参加アーティスト（予定）�

　（地元）jinjinbanban・IBIKI・佐藤ファミリーバンド�

　（大仙）三郎ズ　　（東京）リディキュラスラビッシュ�

　（プロ）英心＆The Meditationalies�

　　　　 藤田ゆうみん、柴田晶子 with REALBOOK

三 種 町 商 工 会 青 年 部 PRESENTS

第５回�純 祭�～みたね出会いイベント～�
７月１６日（土）　１１時～１５時�

と　こ　ろ�農園りすとらんて　herberry

対　　　象�20歳以上の独身の方�

対　　　象�男性　10名・女性10名（先着）�

参　加　費�

実 施 内 容�

男性4，000円・女性2，000円�

　今回で５回目を迎える出会いイベント「純祭」。�
　昨年好評だった「女性限定による２人目以降無料」を
引き続き実施するほか、自然を堪能しながらビュッフェ
形式にてイタリア料理とワインを楽しむ空間をみなさん
に提供します。是非、お気軽にご参加ください！�
�

ビュッフェ（特製ケーキもあります）�
　楽しいアトラクション・フリートーク　など楽しいイベントが�
盛りだくさん！�
※詳しい内容は三種町商工会青年部までお問い合わせください。�

◆女性限定�
お友達と参加する場合は…�

２人目以降無料！�
�

◆申し込み・問い合わせ先　三種町商工会青年部　　８５－２３４９�

ぎ
ょ
く
ず
い
し
つ�
け
い
し
つ�

け
つ
が
ん�
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県出前講座“あきた元気アップ円熟塾”�

健康運動教室　参加者募集！�健康運動教室　参加者募集！�健康運動教室　参加者募集！�

申
込
方
法
�

企画政策課クアオルト推進室へ��

お電話で【希望日・氏名・住所・年齢・電話番号】を�

伝え、申し込みください。�

企画政策課クアオルト推進室　　85－4822

平成２８年7月15日（金）まで�

　クアオルト推進室では、

運動の日常化による体力の

向上と健康の保持・増進を

図るため健康運動教室を開

催します。ご自身の体力づ

くりのために、ぜひご参加

ください。�

日　　時：7月21日（木）・28日（木）�

　　　　　13：30～15：00�

会　　場：山本体育館�

定　　員：各20名�

内　　容：ストレッチや、イスを利用した筋力

トレーニング等を実施します。  

運動前後に血圧測定をします。�

準備するもの：動きやすい服装、運動シューズ、

タオル、飲み物�

　6月9日からクアオルト浴室が

オープンしました。��

　通常の温水プールと異なり、

30～35℃に設定している温泉水

を利用しているため、「温泉浴運動」

利用講習の受講が必要です。��

　受講後は開放時間であれば自

由にご利用できます。��

　利用講習は事前に申し込みが

必要となりますので、企画政策

課クアオルト推進室まで申し込

みください。��

　安全に温泉浴運動をしていた

だくための利用講習ですので、

ご理解とご協力をお願いします。

��

※注意事項��

　クアオルト浴室の利用時間は、

ゆめろん営業時の10：00～20：

00までです。��

　利用講習および教室開催時の

時間帯は、クアオルト浴室の利

用はできませんのでご注意くだ

さい。�

午前の部�

○受　　付：9：00～�
○事前説明会：9：30～�
　　　　　（終了後、着替え）�
○実　　技：10：00～�
　　　　　（60分程度）�

7月の開催日�
①7月 9日（土） 13：30～�
②7月13日（水） 9：30～�
③7月21日（木） 9：30～�
④　　〃 13：30～�
⑤7月23日（土） 18：30～�
⑥7月26日（火） 13：30～�
⑦7月27日（水） 18：30～�

午後の部�

○受　　付：13：00～�
○事前説明会：13：30～�
　　　　　（終了後、着替え）�
○実　　技：14：00～�
　　　　　（60分程度）�

夜の部�

○受　　付：18：00～�
○事前説明会：18：30～�
　　　　　（終了後、着替え）�
○実　　技：19：00～�
　　　　　（60分程度）�

クアオルト浴室 「温泉浴運動」利用講習　参加者募集！�

秋田県三種町�

No.   2

氏　名　　○○
　○○�

秋田県三種町�

No.   1

氏　名　　○○　○○�

利用講習受講者へ�
パスポートカード�

企画政策課クアオルト推進室　　８５－４８２２�
温泉水は濃い紅茶色です�

クアオルトポイントが�

2ポイントつきます。�
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�����������

　
６
月
16
日
、
町
建
設
業
協
会
、

22
日
に
は
、
町
主
催
に
よ
る
釜

谷
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
建
設
業
協
会
は
、

重
機
を
用
い
て
主
に
護
岸
の
砂

よ
せ
や
流
木
等
大
き
な
ゴ
ミ
の

処
理
を
効
率
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
主
催
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
で
は
、
観
光
協
会
、
サ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト
実
行
委
員
会
、

農
協
、
漁
協
、
商
工
会
、
海
の

家
、
八
竜
中
、
浜
口
小
、
湖
北

小
、
ク
ア
オ
ル
ト
研
究
会
、
美

幸
苑
、
エ
ム
ウ
イ
ン
ズ
等
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
約

４
０
０
人
で
人
海
戦
術
に
よ
る

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
約
１
時
間
ほ
ど
で
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
な
砂
浜
に

な
り
ま
し
た
。�

　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
夏

の
釜
谷
浜
海
水
浴
場
。
み
ん
な

で
き
れ
い
に
気
持
ち
よ
く
使
っ

て
行
き
た
い
で
す
ね
。�

▲人海戦術で見違えるほどきれいに！�

▲護岸の砂をすっきりと�

釜
谷

浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
�

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
�

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
�

　６月２日、浜口小学校（全校児童98人）で、「人

権の花」運動が行われました。この運動は、人権啓発

活動地方委託事業として、「命の大切さや思いやりの

心をはぐくみ、豊かな人権感覚を身につける」ことを

目的に行われています。全校児童が２人１組になり、

赤、ピンク、白の鮮やかな花をプランターに植え付け、

「自分を大切にすること、仲間を大切にすること」等、

思いやりの心の大切さを学んでいました。�

▲心に咲かせよう人権の花�

▲参加者一体に盛り上がる�

【思いやりの心、かけがえのない�

命を大切に】人権の花�

　６月16日、鹿渡のグループホームのぞみ（石崎百

合子管理者）で、小松ふみ子一座（潟上市）によるボ

ランティアでの歌謡ショーが行われました。�

　一座代表の小松さんと施設管理者の石崎さんとの交

友がきっかけではじまったボランティア活動で、入所

者とその家族をはじめ、ショートステイことおかの皆

さんや地域の方がたをお招きして開催。歌謡ショーで

は、「高校３年生」や「祭り」など懐メロ歌謡曲を熱

唱、また施設スタッフによるダンスや寸劇等も披露さ 

れ、参加者が一体となり大いに盛り上がり、楽しいひ

と時を過ごしてました。�

ボランティア歌謡ショーで楽しく♪�
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������������������

　
６
月
19
日
、
「
じ
ゅ
ん
さ
い
旬
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。�

　
町
森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協

議
会
の
主
催
で
生
産
量
日
本
一
の
じ
ゅ

ん
さ
い
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
日
は
、
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
た
じ

ゅ
ん
さ
い
の
割
引
販
売
の
他
、
じ
ゅ
ん

さ
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
っ
か
り
お
馴
染
み

に
な
っ
た
「
流
し
じ
ゅ
ん
さ
い
」
や

「
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭
」
で
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
限
定
２
０
０
食
じ
ゅ
ん
さ
い

鍋
の
試
食
も
大
人
気
で
あ
っ
と
い
う
間

に
品
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。�

じ
ゅ
ん
さ
い

旬
ま
つ
り
�

〜
旬
の
じ
ゅ
ん
さ
い
を
Ｐ
Ｒ
〜
�

【NHKラジオ「民謡をたずねて」�
公開収録♪】�

▲プロの歌声に酔いしれる�

三地区なかよし交流会�
「チャレンジデーに参加！」�

����

　
６
月
19
日
、
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

で
第
４
回
長
信
田
太
鼓
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
今
年
３
月
、
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
出

場
を
は
じ
め
多
く
の
歴
史
を
築
い
て
き

た
メ
ン
バ
ー
６
人
が
抜
け
、
残
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
は
５
人
で
、
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
。�

　
４
月
以
降
新
た
に
８
人
の
メ
ン
バ
ー

と
Ｏ
Ｂ
２
人
が
加
わ
り
、
新
生
・
長
信

田
太
鼓
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
今
回
の

ラ
イ
ブ
に
臨
み
ま
し
た
。�

　
た
く
さ
ん
の
観
衆
を
前
に
、新
曲「
始

動
」
等
５
曲
を
披
露
。
「
こ
の
大
地
に

奮
い
た
ち
、
己
の
足
で
一
歩
ず
つ
」
を

合
言
葉
に
、
ま
っ
す
ぐ
な
心
と
が
む
し

ゃ
ら
で
一
生
懸
命
に
、
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
曲
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。�

感
動
を
あ
り
が
と
う
！
�

第
4
回
長
信
田
太
鼓
ラ
イ
ブ
�

▲心を打つ太鼓の音�

　５月25日、子育て支援センター主催、三地区なか
よし交流会がパレス琴丘で行われました。　�
　当日はチャレンジデーということで、運動にチャレ
ンジ！　　�
　準備体操は、音楽に合わせてダンス！ノリのいい音
楽に合わせて楽しく踊りました。�
　ミニミニ運動会では、段ボール製の手作りそりに赤
ちゃんを載せて引っ張り競争する等子どもとお母さん
と一緒に体を動かしながら、交流を楽しんでいました。�
　運動の後は、お茶でいっぷく！日頃の子育ての話な
どを語らいました。�
　三地区交流会は、毎月１回行われておりますので、
子育て中のみなさんのご参加をお待ちしています。�

▲じゅんさい、おいしい̃♪�

運
動
で
仲
良
く
交
流
�

　５月22日、ＮＨＫラジオ「民謡をたずねて」の公

開収録が、琴丘総合体育館で行われました。�

　この番組は、日本を代表する民謡歌手が、地元をは

じめ全国各地の民謡の魅力をたっぷりと紹介する番組

です。�

　当日の収録では、川崎マサ子さんの「古調本荘追分」

や佐藤祐幸さんの「生保内節」など８人の歌手が歌声

を披露、観覧した約330人の聴衆は、迫力あるプロの

歌声にじっくりと耳を傾けていました。�

　この収録の模様は、７月９日（土）、16日（土）、23

日（土）、午後０時30分から、NHKラジオ第１とＮＨ

Ｋ－ＦＭ、国際放送で放送する予定となっています。�
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５
月
27
日
に
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
青

少
年
育
成
秋
田
県
民
会
議
定
時
総
会
に

お
い
て
、
青
少
年
育
成
三
種
町
民
会
議

会
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
の

健
全
育
成
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
新
堀
賢
一
さ
ん
（
森
岳
）
が
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
一

層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。�

青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰�

　
６
月
12
日
、
今
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６
秋

田
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
２
３
０
㎝

の
長
身
で
全
日
本
な
ど
で
活
躍
し
た
、
元

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
岡
山
恭

崇
さ
ん
を
講
師
に
招
い
た
ミ
ニ
バ
ス
教
室

が
琴
丘
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
町
内
の
小
学
２
〜
６
年
生
ま

で
の
93
人
が
参
加
し
、
岡
山
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
練
習
に
望

む
姿
勢
を
教
わ
る
と
と
も
に
、
基
本
の
習

得
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。�

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６

秋
田
大
会
は
、
９
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で

開
催
さ
れ
、
当
町
で
は
琴
丘
総
合
体
育
館

と
山
本
体
育
館
で
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

�

身
長
２
３
０
㎝
の
岡
山
さ
ん
が
熱
血
指
導�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６�

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
秋
田
大
会
記
念
事
業�

�

北広島町�
イメージキャラクター�

　
５
月
25
日
、
全
国
１
２
８
自
治
体
、

秋
田
県
全
て
の
市
町
村
で
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
６
」
が
行
わ
れ
、
三
種

町
で
も
町
内
全
域
で
８
５
０
０
人
を
超

え
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
し
た
が
、
町
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
企
画
し
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ラ
ン
や
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
田
口
成
浩

選
手
を
招
い
て
の
ク
ア
オ
ル
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
桜
田
敬
子

さ
ん
（
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
指
導
委
員
）
に
よ
る
ラ
ジ
オ

体
操
講
習
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
三
種
町
の
最
終
結
果
は
、
参
加
率
48．

０
％
（
前
年
45．

６
）
で
対
戦
相
手
の
広
島
県
北
広
島
町（
参
加
率
48．

８
％
）

に
惜
敗
し
ま
し
た
。�

　
今
後
も
健
康
を
意
識
し
て
身
体
を
動
か
し
、
来
年
こ
そ
は

金
メ
ダ
ル
（
参
加
率
55
％
）
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。�
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任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年

３
月
31
日
と
な
り
ま
す�

�

三
種
町
社
会
教
育
委
員�

　
兼
　

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員�

◎
近
藤
　
勘
一
　
◎
佐
藤
　
俊
之
　
◎
斎
藤
　
猛
満

○
近
藤
　
和
雄
　
◎
阿
部
　
　
覚
　
○
佐
藤
　
良
剛

○
田
村
　
信
悦
　
◎
加
藤
　
一
志
　
○
大
山
　
陽
子

○
大
久
保
ア
キ
子
○
牧
野
　
ト
ミ
　
◎
森
山
　
大
輔

◎
石
井
　
　
忍
　
◎
三
浦
　
　
忍
　
○
渡
辺
　
紫
山

◎
小
笠
原
　
徹�

�

三
種
町
生
涯
学
習
奨
励
員�

○
大
山
　
陽
子
　
◎
柴
田
　
正
臣
　
○
田
中
　
敏
明

◎
石
川
　
敬
子
　
◎
田
中
ト
ミ
ヱ
　
○
櫻
井
　
　
昇

○
三
浦
　
重
一
　
○
今
野
　
静
子
　
○
工
藤
　
友
子

○
藤
原
ト
モ
子
　
○
清
水
　
洋
子
　
○
茂
林
　
敦
子

○
佐
藤
　
良
廣
　
○
佐
々
木
三
衣
子
○
田
村
　
公
恵�

�

三
種
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員�

○
床
田
　
昭
治
　
○
近
藤
　
　
雄
　
○
清
水
与
十
郎

○
石
塚
　
善
信
　
○
千
葉
　
　
聡
　
◎
兒
玉
　
利
嗣

◎
阿
部
　
　
覚
　
◎
加
賀
谷
道
則
　
◎
工
藤
　
　
正

◎
平
塚
三
千
男�

�

三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員�

○
牧
野
三
千
雄
　
○
工
藤
ゆ
か
り
　
○
赤
川
　
秀
悦

○
水
野
淳
一
郎
　
○
加
藤
裕
美
子
　
○
腰
丸
　
重
一

○
阿
部
　
　
覚
　
○
高
橋
　
敬
子
　
◎
三
浦
　
　
敦�

　
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
の
臨

時
会
で
、
教
育
委
員
長
に
堀
田
キ
ミ
子
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
教
育
委
員
長
職
務
代
理

者
に
は
嶋
田
博
光
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。�

�

・
教
育
委
員
長
　
堀
田
キ
ミ
子（
大
　
口
）�

・
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
　�

　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
　
博
光（
森
　
岳
）�

・
教

育

委

員   

佐
々
木
孝
一（
久
米
岡
）�

・
教

育

委

員
　
水
野
　
京
子（
森
　
岳
）再
任�

・
教

育

長
　
鎌
田
　
義
人（
鹿
　
渡
）�

●
日
時
　
７
月
31
日（
日
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
12
時�

（
開
場
９
時
10
分
）�

●
会
場
　
山
本
公
民
館�

　
　
　
　
第
１
講
座
室�

●
対
象
　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で�

　
　
　
　
ご
家
族
も
大
歓
迎
で
す
♪�

●
参
加
費
　
無
料
（
飲
み
物
お
や
つ

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
）�

�

●
内
容�

・
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
よ
み
き
か
せ�

・
簡
単
な
手
話
で
童
謡
を
歌
い
ま
す
。�

・
「
わ
く
わ
く
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ

ー
」
楽
し
い
で
す
よ
♪�

　
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。�

◆
問
合
せ
先
　
山
本
公
民
館�

　 

８
３
‐
２
３
５
４�

教
育
委
員
会
関
係�

　
　
　
　
新
委
員
決
定�

（
◎
は
新
任
）�

教
育
委
員
長
に�

　
　
堀
田
キ
ミ
子
氏
再
任�

岨谷峡・伏伸の滝�
せせらぎウオーキング�

山
本
地
区
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ�

「
あ
の
ね
の
ネ
」読
み
聞
か
せ
フ
ェ
ス
タ�

第7回�

参加者�

募集！�

◆作品展示　７月15日（金）～17日（日）　10：00～17：00�

　　　　　　※最終日は15：30まで�

◆舞台発表　７月18日（月・祝）　13：00～�

◆会　　場　山本ふるさと文化館�

◆問 合 先　三種町芸術文化協会（生涯学習係内）　87－2113

　８月７日の移動ウオーキングは岩見川の上流に沿ったウオー

キングコースを巡り歩きます。迫力ある伏伸の滝のマイナスイ

オンを全身に浴びる清涼感満点の“せせらぎ道”を一緒に歩い

てみませんか。�

●日時　8月7日（日）　※小雨決行�
8：30　八竜体育館　出発�

10：00　辺祖公園到着　　岨谷峡・伏伸の滝せせらぎ

　　　　ウオーキング（約７㎞）�

12：00　昼　食�

13：00　協和温泉　四季の湯へバスで移動�

13：15　入　浴�

15：00　出　発�

16：30　八竜体育館　到着�

●持ち物　昼食、飲み物、動きやすい服装、ウオーキングシュ

ーズ、雨具、入浴具�

●参加料　500円（入浴料400円　保険料100円）�

※琴丘・八竜・山本いずれかのスポーツクラブに会

員登録をお願いします。�

●定　員　先着60名�

●申込期限　７月19日（火）�

●申込先　八竜体育館　　85－2930（月曜日は17：00～21：00）�

◆問合せ先　八竜地域ＳＣ事務局　永尾�

（琴丘総合体育館　　87－2222）�

芸術文化祭開催芸術文化祭開催�芸術文化祭開催芸術文化祭開催�芸術文化祭開催�第８回�
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●手作り講座（手芸）�

　初心者から短時間でつくれます。�

・対　象　三種町内の方�

・日　時　初回７月23日（土）13：00～16：00�

　　　　　※全６回コースとなります。�

・定　員　30名�

・場　所　八竜改善センター　ホール�

・材料代　500円程度（１回につき）�

・持ち物　針・糸（黒、白、赤）・糸切りばさみ�

・締　切　７月13日（水）八竜公民館�

・講　師　加藤　倫子先生�

●書道講座�

・対　象　三種町内の方�

・期　日　７月18日、８月15日、９月19日、10月17日、�

　　　　　11月21日、12月19日（６回実施）�

・時　間　13：00～15：00�

・場　所　八竜改善センター�

・材料費　材料費程度�

・持ち物　書道用具一式�

・締　切　７月11日（月）�

・講　師　岩谷　朝子先生�

◆申込み　八竜公民館　　85－2177

　６月10日～12日にかけて行われた第43回秋田県

クラブバスケットボール選手権大会の決勝戦で、三

種体協琴丘が73－55で厚生倶楽部に勝利し５年連

続14回目の優勝を飾りました。�

　また９月３日～４日に開催される全日本クラブ選

抜大会、11月18～20日に行われる東北クラブ大会

に出場します。おめでとうございます。�

三種体協琴丘�

八竜公民館講座の案内�

日　程　８月６日（土）　17：15集合�

内容（予定）　「スポーレおおがた」とのウオーキング

交流。日本海に沈む夕日と砂像群を眺めながらのウ

オーキングとゆめろんでの入浴、クアオルト健康食

をいただきます。�

集合場所　砂丘温泉「ゆめろん」�

参加費　1000円（夕食代）�

定　員　20名�

申込期限　７月22日（金）�

申込先　山本体育館　　83－2693�

　　　　※月曜日は休館日です。�

主催・問合せ先�

　山本地域スポーツクラブ事務局（琴丘総合体育館）

嶋田　　87－2222

は
み
ん
ぐ�

「
こ
ど
も
読
書
祭
り
」�

　
６
月
12
日
に
八
竜
公
民
館
で
第

10
回
は
み
ん
ぐ
読
書
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
齊
藤
光
子
さ
ん
（
北
秋

田
）
か
ら
本
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま

し
た
。�

第
１
回
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル�

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
採
り
体
験�

　
６
月
11
日
に
阿
部
農
園（
志
戸
橋
）で
毎
年
恒
例
の

「
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
採
り
体
験
」

を
行
い
ま
し
た
。�

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
40

人
の
小
学
生
が
じ
ゅ
ん
さ
い
摘

み
に
挑
戦
。
二
人
一
組
で
舟
に

乗
り
、
揺
れ
る
舟
に
は
し
ゃ
ぎ

な
が
ら
熱
心
に
じ
ゅ
ん
さ
い
を

摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
三
種
町
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
は
毎
年
町

内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
と

仲
間
作
り
を
目
的
に
自
然
体
験
や
郷
土
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。�

　６月19日、鹿角市城山球場で、高松宮賜杯第60

回全日本軟式野球大会２部秋田県予選の決勝戦が行

われました。�

　三浦薬品スピリッツが横手ポロリーズ（横手）を

11対１で破り、見事優勝を果たしました。おめで

とうございます。�

三浦薬品スピリッツ�優勝！�

優勝！�
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● 教育委員会�
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）�87－2115�
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）�
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）�

87－2113�
87－2222�

● 琴丘公民館　�87－3232�
● 山本公民館　�83－2354
● 八竜公民館　�85－2177�

　
三
種
町
八
竜
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
い
よ

い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
水
泳
の
練
習
に
、
体

力
ア
ッ
プ
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

〈
開
館
期
間
〉�

　
７
月
３
日（
日
）�

　
　
　
〜
９
月
４
日（
日
）�

〈
利
用
時
間
〉�

・
７
月
、８
月�

　
９
時
〜
20
時
20
分�

・
９
月�

　
９
時
〜
16
時
30
分�

　平成29年度に使用する教科書の見本を展示しています。
各教科書会社から出版された教科書を実際にご覧いただ
けます。�
・開催場所　能代市子ども館　２階会議室�
・開催期間　７月３日（日）まで　９：00～17：00�
◆問合せ先�
　北教育事務所山本出張所　　52－3369

美点�
凝視�
美点�
凝視�

そ
の
一
　
梅
雨
入
り
し
、
新
一
年
生
も
登
校
班
に
慣
れ
て
、

元
気
に
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
勢
が
眩
し
い
こ
の
ご

ろ
で
す
。
我
が
家
の
前
を
通
る
登
校
班
の
班
長
さ
ん
は
き

ち
ん
と
そ
の
役
目
を
果
た
し
、
三
年
前
黄
色
い
帽
子
が
眩

し
か
っ
た
彼
は
、
副
班
長
と
し
て
立
派
に
下
級
生
の
面
倒

を
見
て
い
ま
す
。
成
長
の
逞
し
さ
に
な
ぜ
か
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。�

そ
の
二
　
中
学
校
の
運
動
会
で
の
一
コ
マ
。
持
久
走
で
少

し
離
れ
て
最
終
ラ
ン
ナ
ー
あ
り
。
す
か
さ
ず
級
友
が
二
人

応
援
に
駆
け
つ
け
全
員
無
事
ゴ
ー
ル
。
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
…�

そ
の
三
　
最
近
あ
る
本
で
こ
ん
な
文
章
を
見
つ
け
ま
し
た
。�

・
褒
め
て
あ
げ
れ
ば
子
ど
も
は
明
る
い
子
に
育
つ�

・
励
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。�

・
認
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
自
分
が
好
き
に
な
る
。�

・
見
つ
め
て
あ
げ
れ
ば
、
が
ん
ば
り
屋
に
な
る
。�

・
分
か
ち
合
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
、
子
ど
も
は
思
い
や
り

を
学
ぶ
。�

・
守
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
強
い
子
に
育
つ
。�

・
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家
庭
で
育
て
ば
、
子
ど
も
は
こ

の
世
は
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
え
る
よ
う
に
な
る
。�

�

　
こ
の
世
は
い
い
と
こ
ろ

だ
と
思
え
る
よ
う
な
子
育

て
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。�

�

　
教
育
委
員
長�

　
　
　
　
　
堀
田
キ
ミ
子�

・検査日時　６月８日　10：00�
・検査場　秋田県教育庁　保健体育課�
・品　目　にんじん　　　・産　地　茨城県境町�
・使用調理場名　三種町学校給食センター�
・セシウム134、セシウム137　測定下限値未満 

生涯学習に関する�
申し込み・�
問い合わせ先�

給食食材放射物質検査結果�

教科書展示会開会中�

７
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会�

日
時
　
７
月
22
日（
金
）14
時
〜�

場
所
　
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー�

６
月
の
教
育
委
員
会
の
主
な
う
ご
き�

１
日（
水
）　
能
代
山
本
市
町
教
育

委
員
連
合
会
総
会
、
文
化
財
保

護
審
議
会�

２
日（
木
）　
生
涯
学
習
奨
励
員
協

議
会�

５
日（
日
）　
八
竜
中
学
校
運
動
会�

13
日（
月
）　
社
会
教
育
委
員
会�

15
日（
水
）　
巡
回
校
長
研
修
会�

18
日（
土
）・
19
日（
日
）　
中
学
校

夏
季
総
体�

15
日
〜�

　
自
治
会
長
等
会
議（
各
学
校
区
）�

24
日
〜�

　
教
育
事
務
所
長
訪
問（
各
小
中
）�

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

三
種
町
子
ど
も
議
会�

　
三
種
町
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
議
長
の
議
事
進
行
や
各
小

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
18
名
が
子
ど
も

議
員
と
し
て
一
般
質
問
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い
。�

・
日
時
　
８
月
４
日（
木
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

・
会
場
　
三
種
町
議
会
議
場�

　
　
　
　（
本
庁
２
階
）�



������������

�●
テ
ー
マ
　�

避
難
所
宿
泊
体
験�

　
〜
無
い
物
を
「
感
じ
て
」
、

　
必
要
な
物
を
「
考
え
る
」�

●
と
き
　�

８
月
５
日
・
15
時
〜
８
月
６
日

・
９
時
頃
（
宿
泊
を
し
な
い
場

合
、８
月
５
日
15
時
〜
20
時
頃
）�

●
と
こ
ろ
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー�

●
内
容
　
被
災
直
後
を
想
定
し
、

避
難
所
宿
泊
体
験
を
行
い
ま
す
。�

　
空
き
缶
を
利
用
し
た
炊
出
し

体
験
や
、
集
団
で
の
宿
泊
、
断

水
時
の
ト
イ
レ
問
題
等
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。�

●
対
象
　
①
町
内
小
中
学
校
に

通
う
児
童
、
生
徒
（
原
則
、
小

学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
必
要
・
応
相
談
）�

②
お
た
す
け
愛
講
座
に
参
加
し

た
こ
と
の
あ
る
方�

③
上
記
以
外
の
町
内
在
住
の
方

（
原
則
８
月
５
日
20
時
ま
で
の

宿
泊
を
伴
わ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
）�

●
参
加
費
　
無
料�

※
参
加
者
少
数
ま
た
は
定
員
を

超
え
た
場
合
、
中
断
や
お
断

り
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

●
締
切
　
７
月
22
日�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会�

地
域
福
祉
課
（
　
８
３
‐
４
８

６
１
）�

���

●
対
象
　
在
宅
で
介
護
さ
れ
て

い
る
家
族
（
定
員
約
20
名
）�

●
と
き
　
７
月
21
日�

　
　
　
　
10
時
〜
14
時
頃
ま
で�

●
と
こ
ろ
　
三
種
町
社
会
福
祉

協
議
会 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー �

●
内
容 �

①
講
話
『
在
宅
で
の
排
泄
ケ
ア

に
つ
い
て
』�

②
昼
食
・
交
流
会�

●
持
ち
物
　
入
浴
さ
れ
る
方
は

入
浴
の
準
備�

※
申
し
込
み
は
７
月
14
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

●
そ
の
他
　
参
加
費
無
料
で
す
。

送
迎
の
必
要
な
方
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会�

地
域
福
祉
課
（
　
８
３
‐
４
８

６
１
）�

���

　
模
擬
選
挙
の
体
験
で
民
主
主

主
義
や
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
、
弁
護
士
と
の
昼
食
会

も
あ
る
楽
し
い
企
画
で
す�

●
と
き
　
８
月
５
日�

　
　
10
時
30
分
〜
15
時
40
分�

●
と
こ
ろ
　
秋
田
県
弁
護
士
会
館�

●
定
員
　
中
学
生
24
人
・
教
員

10
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

●
申
込
期
限
　
７
月
19
日�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
弁
護
士
会
事
務
局
（
　
０

１
８
‐
８
６
２
‐
３
７
７
０
）�

���

�●
縦
覧
書
類
　�

　
洋
上
風
力
発
電
事
業
　
環
境�

　
影
響
評
価
方
法
書�

●
縦
覧
場
所�

　
三
種
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー�

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分�

●
縦
覧
期
間
　
８
月
１
日
ま
で�

（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）�

●
説
明
会
日
時�

　
７
月
10
日
　
19
時
〜
20
時�

●
説
明
会
場
所
　�

　
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー�

●
意
見
書
受
付
期
間�

　
８
月
15
日
ま
で�

意
見
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先�

〒
１
０
８
‐
８
５
０
２�

東
京
都
港
区
港
南
２
‐
15
‐
２�

株
式
会
社
大
林
組
　
テ
ク
ノ
事

業
創
成
本
部
　
新
領
域
事
業
第

二
部
（
担
当
　:

長
澤
）�

　
０
３
‐
５
７
６
９
‐
１
７
０
２�

���

　
県
外
に
在
住
し
、
秋
田
県
内

で
の
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対

象
と
し
た
就
職
説
明
会
を
東
京

で
開
催
し
ま
す
。�

●
と
き
　
７
月
23
日�

●
と
こ
ろ
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

（
東
京
都
中
野
区
中
野
４
‐
１
‐
１
）�

問
い
合
わ
せ
先
…
Ａ
タ
ー
ン
プ�

ラ
ザ
秋
田
（
秋
田
県
東
京
事
務

所
（
　
０
１
２
０
‐
１
２
２
‐

２
５
５
）�

����

　
日
本
Ｃ
Ｓ
Ｓ
調
査
株
式
会
社

で
は
、
経
済
産
業
省
と
環
境
省

の
共
同
事
業
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
貯
留
適
地
調
査
事
業
と
し
て

７
月
中
旬
よ
り
三
種
町
及
び
能

代
市
に
お
い
て
地
下
構
造
調
査

を
計
画
し
て
お
り
、
次
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
説
明
会
日
時
　�

　
７
月
７
日
　
18
時
30
分
〜�

●
説
明
会
場
所�

　
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー�

問
い
合
わ
せ
先
…
日
本
Ｃ
Ｓ
Ｓ

調
査
株
式
会
社
　
地
質
調
査
部�

本
社
担
当
（
　
０
３
‐
６
２
６

８
‐
７
３
８
３
）�

秋
田
担
当
（
　
０
１
８
‐
８
６

６
‐
９
５
１
１
）�

��

●
と
き
　�

　
７
月
28
日
　
13
時
〜
16
時�

●
と
こ
ろ
　
秋
田
市
文
化
会
館�

●
内
容�

・
秋
田
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」�

・
暴
力
追
放
活
動
功
労
者
表
彰

等
・
講
演
・
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷

「
ト
ー
ク
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」�

　
入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で�

も
参
加
で
き
ま
す
。
大
会
当
日

は
ク
ー
ル
ビ
ス
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
先
…
暴
力
団
壊
滅

秋
田
県
民
会
議
（
　
０
１
８
‐

８
２
４
‐
８
９
８
９
）�

����

　
米
ど
こ
ろ
秋
田
の
お
米
を
使

用
し
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域

を
結
ぶ
と
い
う
意
味
を
込
め
た

「
お
む
す
び
を
同
時
に
握
っ
た

人
数
」
と
い
う
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。�

●
と
き
　�

７
月
17
日
　
12
時
〜
13
時
20
分

（
参
加
者
集
合
10
時
30
分
）�

●
と
こ
ろ
　�

能
代
港
中
島
５
千
ト
ン
岸
壁�

（
祭
り
イ
ベ
ン
ト
会
場
）�

●
参
加
費
　
無
料�

●
事
前
参
加
申
し
込
み
締
切
日�

　
７
月
10
日（
飛
入
参
加
可
能
）�

●
主
催
　
能
代
青
年
会
議
所�

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
青
年
会

議
所
（
　
５
４
‐
６
７
５
０
）�

���

　
事
業
主
は
、
外
国
人
（
技
能

実
習
生
を
含
む
）
の
雇
入
れ
、

離
職
の
際
は
、
そ
の
氏
名
、
在

留
資
格
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
雇
用
す
る
外
国
人
労
働
者
に

つ
い
て
、
労
働
関
係
法
令
お
よ

び
社
会
保
険
関
係
法
令
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
労
働

条
件
お
よ
び
安
全
衛
星
の
下
、

在
留
資
格
の
範
囲
内
で
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
「
外
国
人

インフォメーション�

平成28年7月� 40

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ�

ン
テ
ィ
ア
＆
お
た
す
け�

愛
委
員
講
座�

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー�

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す�

Ａ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア�

　
　
　
　
　
　
in
　東
京�

外
国
人
雇
用
は
ル
ー
ル�

を
守
っ
て
適
正
に�

第
２
回
　�

家
族
介
護
者
交
流
会
の
開
催�

（
仮
称
）秋
田
県
北
部
洋
上�

風
力
発
電
事
業
　
環
境
影�

響
評
価
方
法
書�

二
酸
化
炭
素
貯
留
適
地
調�

査
事
業
住
民
説
明
会
の
開�

催
に
つ
い
て�

暴
力
団
壊
滅
秋
田
県
民
大
会�

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
チ
ャ
レ
ン
ジ
　�

１
０
０
０
人
で
１
０
０
０
個
の�

お
む
す
び
を
握
ろ
う
！�



労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等

に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対

処
す
る
た
め
の
指
針
」
に
基
づ

き
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。�

外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
で�

���

　
生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
歌
謡
教
室�

　
７
月
23
日
　
13
時
〜
16
時�

※
７
月
の
休
館�

　
４
、
11
、
19
、
25
日�

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流�

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑�

（
　
５
８
‐
５
２
９
５
）�

���

●
訓
練
期
間
　�

　
10
月
４
日
〜
３
月
29
日�

　
　
　
　
　
　
　
（
６
カ
月
）�

●
訓
練
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）�

●
訓
練
科
（
定
員
）�

　
機
械
加
工
技
術
科
（
15
名
）�

　
電
気
設
備
技
術
科
（
15
名
）�

　
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）�

●
受
講
料
　
無
料�

　（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）�

●
募
集
期
間
　�

　
７
月
27
日
〜
８
月
29
日�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
能�

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ�

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）
訓
練
課�

受
講
者
第
一
係
（
　
０
１
８
‐

８
７
３
‐
３
１
７
８
）�

���

●
採
用
予
定
人
員
　�

　
大
学
卒
業
程
度
　
若
干
名�

●
職
務
内
容
　
国
民
健
康
保
険

・
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報

酬
等
審
査
支
払
事
務
、
介
護

給
付
費
審
査
支
払
事
務
、
障

が
い
介
護
給
付
費
支
払
事
務
、

保
健
事
業
な
ど�

●
受
験
資
格
　
平
成
29
年
３
月

に
４
年
制
大
学
卒
業
見
込
み

ま
た
は
大
学
卒
業
後
３
年
以

内
の
方�

●
採
用
試
験
申
込
書
の
請
求
先�

・
秋
田
市
山
王
４
丁
目
２
番
３

号（
秋
田
県
市
町
村
会
館
内
）�

・
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
　
総
務
課�

※
申
込
書
は
８
月
１
日
よ
り
本

会
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

郵
送
で
希
望
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書

き
の
う
え
、
宛
先
を
明
記
し

た
１
４
０
円
切
手
貼
付
の
返

信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
申
込
書
受
付
期
間�

　
８
月
26
日
〜
９
月
16
日�

●
試
験
日�

・
１
次
試
験
（
大
学
卒
程
度
一

般
教
養
）
／
10
月
16
日�

・
２
次
試
験
　（
１
次
合
格
者
）

／
11
月
中
旬�

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
。�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
国
民�

健
康
保
険
団
体
連
合
会
　
総
務�

課
（
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６

８
６
４
）�

��

　�●
試
験
区
分（
採
用
予
定
人
数
）

　
大
学
卒
一
般
事
務（
若
干
名
）�

●
職
務
内
容
　
秋
田
県
内
の
市

町
村
役
場
等
の
職
員
の
方
を

対
象
と
し
た
、
医
療
給
付
・

福
祉
事
業
及
び
厚
生
年
金
等

に
関
す
る
業
務�

●
受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

４
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は

平
成
29
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方�

●
試
験
日
　
10
月
22
日�

●
会
場
　
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ�

●
受
付
手
続
　
申
込
用
紙
は
秋

田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

に
あ
り
ま
す
。�

●
受
付
期
間
　
８
月
22
日
〜
９

月
21
日�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
市
町

村
職
員
共
済
組
合 

総
務
課�

（
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
５
２

６
２
）�

��

●
受
験
資
格�

１．

警
備
官
　�

（1）
平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方
お
よ
び
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
方
　�

（2）
人
事
院
が
（1）
に
準
ず
る
と
認

め
る
方�

２．

警
備
官
（
社
会
人
）�

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
（
前
記
１．

（1）
に

規
定
す
る
期
間
を
経
過
し
た
方

お
よ
び
人
事
院
が
そ
れ
に
準
ず

る
と
認
め
る
方
に
限
る
）�

●
受
付
期
間
　�

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
７
月
19
日
９
時
〜
７
月
28
日�

▼
郵
送
ま
た
は
持
参
　�

　
７
月
19
日
〜
７
月
21
日�

※
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。�

●
第
１
次
試
験
　
９
月
25
日�

（
合
格
発
表
10
月
12
日
）�

●
第
２
次
試
験�

　
10
月
25
日
〜
10
月
27
日�

（
最
終
合
格
発
表
11
月
22
日
）�

問
い
合
わ
せ
先
…
法
務
省
仙
台�

入
国
管
理
局
　
総
務
課
　
人
事

担
当
（
　
０
２
２
‐
２
５
６
‐

６
０
７
６
）�

���

　
平
成
28
年
度
の
各
採
用
コ
ー

ス
の
募
集
要
項
、
自
衛
官
等
の

勤
務
内
容
お
よ
び
待
遇
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。�

　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

入
・
退
室
自
由
で
時
間
に
関
係

な
く
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。�

●
と
き
　
７
月
18
日
10
時
〜
15
時�

●
と
こ
ろ
　
能
代
市
中
央
公
民
館�

問
い
合
わ
せ
先
…
自
衛
隊
秋
田

地
方
協
力
本
部
　
能
代
地
域
事

務
所
（
　
５
２
‐
０
７
６
８
）�

�

願
書
受
付�

　
７
月
１
日
〜
９
月
８
日
ま
で�

（
自
衛
官
候
補
生
・
男
子
は
年
間

を
通
じ
て
受
付
し
て
い
ま
す
）�

【
一
般
曹
候
補
生
】�

●
試
験
日
　
９
月
16
日
・
17
日

の
ど
ち
ら
か
一
日�

●
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
女
（
平
成
29
年
４
月

１
日
現
在)�

●
会
場
　
16
日
　
秋
田
大
学

（
午
前
）
・
17
日
　
能
代
市
中

央
公
民
館
（
午
前
）�

【
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）】�

●
試
験
日
　
９
月
16
日
・
17
日

の
ど
ち
ら
か
一
日�

●
面
接
、
身
体
検
査
　
後
日�

●
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳

未
満（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在)�

●
会
場
　
16
日
　
秋
田
大
学

（
午
後
）
・
17
日
　
能
代
市
中

央
公
民
館
（
午
後
）�

【
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）】�

●
試
験
日
　
９
月
27
日�

●
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳

未
満（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在)�

●
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐

屯
地�

【
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成

コ
ー
ス
）】�

●
試
験
日
　
９
月
22
日�

●
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
含)�

21
歳
未
満
の
男
女
（
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在)�

●
会
場
　
二
ツ
井
伝
承
ホ
ー
ル�

問
い
合
わ
せ
・
要
項
（
願
書
）

請
求
先
…
自
衛
隊
秋
田
地
方
協

力
本
部
　
能
代
地
域
事
務
所�

(
　
５
２
‐
０
７
６
８)

広報 みたね�
mitane town�

41

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団�

体
連
合
会
職
員
採
用
試
験�

秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済�

組
合
職
員
採
用
試
験�

お
と
も
苑
か
ら
の�

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ�

�

公
共
職
業
訓
練
10
月
期
生�

を
募
集
し
ま
す�

自
衛
官
等
採
用
制
度�

説
明
会
の
お
知
ら
せ�

入
国
警
備
官
採
用
試
験�

自
衛
官
採
用
試
験�
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日�曜日� 行　　　　　事　　　　　名�

1�
�
2�
�
3�
�
4�
�

5�
�
�

6�
�
7�
�
8�
�
9�
10�
11�
12�
�
13�
�
14�
�
15�
�
16�
17�

18�
�

19
�
�
�
�
20�
�
�
21�
�
22�
�
23�
24�

25�
�
26�
�
27�
�
28�
�
�
29�

�
30�
31

金�
�
土�
�
日�
�
月�
�

火�
�
�

水�
�
木�
�
金�
�
土�
日�
月�
火�
�
水�
�
木�
�
金�
�
土�
日�

月�
�

火�
�
�
�
水
�
�
�
木�
�
金�
�
土�
日�

月�
�
火�
�
水�
�
木�
�
�
金�
�
土�
日�

早朝健診（旧鯉川小学校体育館）�
鵜川保育園開放日　「一緒に遊びましょう」�
わくわくひろば「七夕まつりを楽しもう。」（琴丘総合体育館駐車場　PM5：00～）�
釜谷浜海開き�
第3回世界じゅんさい摘み採り選手権大会�
ＥＭボカシ作りの日（13時～15時　※詳細は5月号P17）�
�
早朝健診（八竜改善センター）�
健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）�
わくわくひろば・メロンキッズひろば・ドラえもんひろば「エナジアム
パークで遊ぼう！」（エナジアムパーク　10：00～）�
早朝健診（八竜改善センター）�
７か月児相談（保健センター）�
浜口保育園開放日　「七夕お楽しみ会」�
特設人権相談所（パレス琴丘　10：00～15：00）�
早朝健診（八竜改善センター）�
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）�
�
ＥＭボカシ作りの日（13時～15時　※詳細は５月号P17）�
日中健診（鵜川公民館）�
日中健診（浜口公民館）�
胃・大腸がん追加検診（鵜川公民館・浜口公民館）�
わくわくひろば・メロンキッズひろば・ドラえもんひろば「ブルーベリー
摘みにいこう！」（櫻田農園　10：00～）�
�
早朝健診（中嶋ふれあいセンター）�
八竜幼稚園・保育園開放日　「ちゃぷちゃぷ楽しい水遊び」�
ドラえもんひろば「おでかけ水族館」にあそびに行きましょう！（保健センター　10：00～11：30）�
�
ＥＭボカシ作りの日（13時～15時　※詳細は５月号P17）�
海の日�
三種町出前スキルアップ研修会（保健センター　13：30～）�
琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）�
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）�
山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）�
八竜地域行政相談所開設（八竜ふれあいセンター　10：00～12：00）�
早朝健診（金陵の館）�
がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）�
三地区なかよし交流会「親子クッキング！季節のフルーツで！」（JA秋田やまもと　9：45～11：30）�
1歳6か月児健診（保健センター）�
早朝健診（すいらんの館）�
献血（八竜地区）�
教育委員会定例会(琴丘地域拠点センター　14：00～)�
秋田なまはげの会出張相談会（保健センター　13：00～16：00）�
ＥＭボカシ作りの日（13時～15時　※詳細は5月号P17）�
こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）�
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）�
早朝健診（山本公民館）�
わくわくひろば「シャボン玉とばそー！(発育測定）」（琴丘保育園　9：30～11：30）�
早朝健診（山本公民館）�
メロンキッズひろば　「水遊び楽しいな」　（八竜改善センター　9：30～11：30）�
乳児健診（保健センター）�
健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター）�
早朝健診（保健センター）�
献血（山本地区）�
時間外収納窓口　（役場総務課、山本・琴丘総合支所　17:15～19：00）�
献血（サンドクラフト会場）� サンドクラフト2016�

７月30日（土）～31日（日）�

　７月、じゅさい・メロン・梅、そしてサンド
クラフトと、いよいよ三種町が一番輝きを放つ
季節です！しかも、今年は三種町誕生10周年
記念の年！10月15日には記念式典が予定され

ています。また、サンドクラフトは20周年記
念と重なり、スペシャル企画で行われるなど、
ワクワクがいっぱいです！�
　旬を味わい、栄養たっぷりとって、三種の夏
をみんなで熱く元気に盛り上げて行きましょう
＼(^o^)／（公）�

●人　口�17,561人�（　　）�

【男】� 8,110人�（　　）�

【女】� 9,451人�（　　）�

●世帯数� 6,947戸�（　　）�

※平成28年５月末現在、（  ）内前月比�

－30

－11

－19

－10


